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『
詩
經
』
に
け
る
「
「
裘
」
に
就
い
て
琵
崕
崕
」
呟
蘚
泙
藻
（
一
）
『
詩
經
』
の
中
で
「
」
に
關
す
る
語
が
見
え
る
詩
の
數
は
部
で
計
九
で
あ
り
、
そ
の
譯
は
「
」
が
邶
風
・
北
風
、
衞
風
・
有
崕
崕
擔
擔
擔
信
触
、
（
注
一
）
、
齊
風
・
南
山
、
豳
風
・
七
、
小
・
魚
之
什
・
何
艸
不
黃
の
五
で
あ
り
「
裘
」
が
邶
風
・
旄
丘
、
秦
風
・
南
、
崕
崕
擔
擔
擔
擔
擔
擔
絏
擔
卻
変
渝
、
檜
風
・
羔
裘
、
小
・
魚
之
什
・
都
人
士
の
四
で
あ
る
「
」
は
、
邶
風
・
北
風
の
箋
に
「
赤
則
也
、
黑
則
烏
也
。
今
君
臣
擔
擔
擔
擔
変
演
渝
。
崕
崕
憑
相
承
、
爲
惡
如
一
」
と
し
、
集
傳
も
「
不
之
物
、
人
惡
見
也
」
と
、
不
或
い
は
の
男
女
の
表
と
さ
れ
、
ま
た
衞
風
・
有
の
呑
呑
擔
館
隅
貉
庖
研
崕
「
、
」
、
「
」
、
。
「
」
集
傳
に
妖
媚
之
獸
と
あ
っ
て
以
降
を
雄
と
解
し
女
を
誑
か
す
男
の
表
と
さ
れ
て
い
る
齊
風
・
南
山
の
雄
崕
崕
崕
崕
隅
庖
擔
「
、
」
、
。
、
、
「
、
に
就
い
て
も
集
傳
に
媚
之
獸
と
多
な
男
性
の
表
と
解
さ
れ
て
い
る
し
か
し
豳
風
・
七
の
第
四
に
取
彼
狸
崕
研
崕
貉
庖
卻
擔
瀛
爲
子
裘
（
彼
の
狸
を
取
り
て
、
子
の
裘
を
爲
ら
ん
」
と
あ
り
、
卜
辭
に
橇
橇
崕
）
つ
く
戊
戌
王
卜
貞
、
田
鷄
往
來
災
。
王
曰
、
吉
。
御
（
合
集
・
三
七
三
六
二
）
灰
荻
弥
晧
崕
。
（
戊
戌
に
王
卜
し
て
貞
ふ
、
鷄
に
田
す
る
に
往
來
災
ひ
き
か
、
と
。
王
し
て
曰
く
、
吉
な
り
、
と
。
に
御
し
て
を
た
り
）
灰
荻
弥
崕
晧
。
こ
こ
壬
申
卜
貞
、
王
田
往
來
災
。
白
鹿
一
二
（
合
集
・
三
七
四
四
九
）
收
灰
晧
崕
。
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（
壬
申
に
卜
し
て
貞
ふ
、
王
、
に
田
す
る
に
災
ひ
き
か
、
と
。
白
鹿
一
二
を
た
り
）
收
灰
崕
晧
。
と
あ
る
如
く
、
狩
獵
の
動
物
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
一
つ
に
は
、
玉
森
が
「
易
解
九
二
、
田
三
。
古
人
田
游
固
以
爲
貴
、
以
其
皮
可
囎
晧
崕
晧
崕
裘
也
」
と
言
う
如
く
、
狩
獵
の
物
で
あ
り
、
そ
の
毛
皮
は
皮
衣
の
材
料
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
神
な
狩
獵
の
場
で
狩
る
物
で
、
且
つ
祭
晧
晧
梗
（
注
二
）
（
注
三
）
た
る
裘
が
、
不
・
の
獸
か
ら
制
作
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
「
裘
」
と
は
、
例
え
ば
、
檜
風
・
羔
裘
（
一
四
六
）
に
は
、
燮
呑
擔
貉
研
崕
。
第
一
羔
裘
逍
遙
、
裘
以
。
豈
不
爾
思
、
勞
心
忉
忉
。
瀛
崕
咆
○
○
○
第
二
羔
裘
翱
、
裘
在
堂
。
豈
不
爾
思
、
我
心
憂
傷
。
瀛
騎
崕
△
△
△
第
三
羔
裘
如
膏
、
日
出
有
。
豈
不
爾
思
、
中
心
是
悼
。
瀛
兪
○
□
□
（
押
○
＝
部
△
＝
陽
部
□
＝
部
・
は
）
箪
箪
生
生
泪
泪
艷
［
訓
讀
］
第
一
羔
裘
逍
遙
た
り
、
裘
以
ぶ
。
豈
に
爾
を
思
は
ざ
ら
ん
や
、
勞
心
忉
忉
す
。
瀛
崕
咆べ
う
お
よ
第
二
羔
裘
翱
た
り
、
裘
堂
に
在
り
。
豈
に
爾
を
思
は
ざ
ら
ん
や
、
我
が
心
憂
傷
す
。
瀛
騎
崕
第
三
羔
裘
膏
の
如
く
、
日
出
で
て
た
る
有
り
。
豈
に
爾
を
思
は
ざ
ら
ん
や
、
心
是
に
悼
ふ
。
瀛
兪
か
う
こ
こ
う
れ
［
日
本
語
譯
］
第
一
（
尸
の
少
年
は
）
小
羊
の
皮
衣
を
は
お
り
（
少
女
逹
と
）
く
る
く
る
舞
い
（
靈
が
來
臨
さ
れ
（
靈
を
お
え
す
る
少
女
瀛
督
督
）、
羇
は
）
の
皮
衣
を
は
お
り
（
少
女
逹
と
）
宗
に
向
か
い
ま
す
（
私
が
）
ど
う
し
て
あ
な
た
樣
（
靈
）
を
思
わ
な
い
こ
と
崕
、
。
暝
督
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
私
の
心
は
（
あ
な
た
樣
と
お
づ
き
に
な
り
た
く
て
）
憂
い
煩
い
ま
す
。
羝
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第
二
（
尸
の
少
年
は
）
小
羊
の
皮
衣
を
は
お
り
（
少
女
逹
と
）
く
る
く
る
舞
い
（
靈
が
來
臨
さ
れ
（
靈
を
お
え
す
る
少
女
瀛
督
督
）、
羇
は
）
の
皮
衣
を
は
お
り
（
少
女
逹
と
）
宗
に
向
か
い
ま
す
（
私
が
）
ど
う
し
て
あ
な
た
樣
（
靈
）
を
思
わ
な
い
こ
と
崕
、
。
暝
督
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
私
の
心
は
（
あ
な
た
樣
と
お
づ
き
に
な
り
た
く
て
）
憂
い
煩
い
ま
す
。
羝
（
）
、
。（
）
第
三
尸
の
少
年
が
は
お
る
小
羊
の
皮
衣
は
脂
を
塗
っ
た
よ
う
に
艷
や
か
に
日
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
に
光
輝
き
ま
す
私
が
瀛
濘
（
）
、
（
）
ど
う
し
て
あ
な
た
樣
靈
を
思
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
私
の
心
は
あ
な
た
樣
と
お
づ
き
に
な
り
た
く
て
督
羝
憂
い
煩
い
ま
す
。
と
あ
る
。
何
が
「
羔
裘
喩
人
、
裘
喩
正
妻
」
と
、
正
妻
を
喩
え
る
語
と
す
る
が
「
羔
裘
」
が
靈
の
尸
で
あ
る
少
年
が
着
用
す
る
こ
と
か
轣
菷
崕
、
督
（
注
四
）
（
注
五
）
（
注
六
）
ら
す
れ
ば
「
裘
」
は
そ
の
妻
、
靈
を
お
え
す
る
少
女
の
巫
が
着
用
す
る
祭
で
あ
っ
て
「
」
が
、
不
・
の
動
物
で
は
な
く
神
、
崕
崕
研
督
凸
呑
羇
貉
燮
な
動
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
小
論
は
『
詩
經
』
中
に
見
え
る
「
「
裘
」
が
本
來
、
祭
祀
に
い
て
、
如
何
な
梗
、
」
崕
崕
琵
る
呪
目
で
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
各
詩
の
解
釋
を
含
め
て
、
檢
證
す
る
も
の
で
あ
る
。
臆
汞
擔
（
二
）
集
傳
の
「
、
妖
媚
之
獸
「
、
媚
之
獸
」
と
解
す
る
根
據
を
見
る
と
『
說
』
に
「
、
獸
也
。
鬼
乘
之
」
と
あ
り
、
ま
た
、
ほ
崕
崕
崕
隅
」
、
貉
澪
険
館
ぼ
同
時
代
の
『
易
林
』
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
旣
に
後
に
は
不
・
の
動
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
胡
堃
が
、
繍
研
呑
貉
當
然
、
代
信
仰
處
于
發
生
、
構
成
素
比
單
一
、
有
媚
人
、
行
崇
、
妖
等
容
。
而
入
魏
晉
南
北
、
信
仰
則
繍
崕
崕
汞
裝
穀
荵
咥
咆
嘆
皿
触
呑
開
始
了
爲
成
熟
發
生
。
濘
汞
咥
と
論
ず
る
に
據
れ
ば
「
」
を
妖
獸
・
不
と
す
る
信
仰
は
、
代
が
發
生
時
で
そ
の
後
、
魏
晉
南
北
時
代
に
入
る
と
多
く
の
傳
承
が
生
じ
、
崕
繍
呑
咥
咆
（
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た
こ
と
に
な
る
。
す
る
に
、
古
代
に
い
て
「
」
は
、
妖
獸
・
不
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
穀
琵
崕
呑
そ
こ
で
、
衞
風
・
有
（
六
三
）
を
考
察
す
る
と
、
崕
擔
第
一
有
綏
綏
、
在
彼
淇
梁
。
心
之
憂
矣
、
之
子
無
裳
。
瀛
崕
○
○
第
二
有
綏
綏
、
在
彼
淇
。
心
之
憂
矣
、
之
子
無
帶
。
瀛
崕
卅△
△
第
三
有
綏
綏
、
在
彼
淇
側
。
心
之
憂
矣
、
之
子
無
。
瀛
崕
燮
□
□
（
押
○
＝
陽
部
△
＝
部
□
＝
部
）
箪
卻
灑
以
下
に
語
釋
を
施
す
。
○
「
」
は
、
江
村
如
圭
が
「
和
名
ク
ツ
子
」
と
言
う
。
和
名
キ
ツ
ネ
。
後
す
る
如
く
女
神
を
指
す
。
○
「
綏
綏
」
崕
肓
艷
は
、
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
齊
風
雄
綏
綏
、
呉
越
春
秋
塗
山
歌
綏
綏
白
、
皆
指
一
言
、
不
得
謂
綏
綏
爲
匹
行
貌
。
廣
、
綏
、
舒
也
。
崕
崕
崕
変
作
夊
。
說
、
夊
、
行
遲
皃
。
引
詩
雄
夊
夊
。
是
綏
綏
爲
舒
行
貌
」
と
言
い
、
李
雲
光
が
「
案
綏
綏
爲
行
皃
、
假
夊
字
之
義
」
と
言
う
如
澪
崕
菫
帚
く
、
夊
の
假
借
字
で
、
ゆ
る
や
か
に
步
く
樣
を
容
す
る
語
。
○
「
淇
」
は
、
高
亨
が
「
淇
、
衞
國
水
名
」
と
言
う
。
淇
水
の
こ
と
。
○
「
梁
」
牴
、
「
」
、
「
。
。
、
、
」
。
、
。
「
」
、
は
毛
傳
に
石
絕
水
曰
梁
と
あ
り
袁
が
河
堤
水
垻
爾
釋
地
堤
謂
之
梁
と
言
う
堤
土
手
の
こ
と
○
之
子
は
怦
変
劉
大
白
が
「
考
毛
詩
中
之
子
、
大
多
是
指
女
子
而
言
、
此
詩
之
子
、
指
也
女
子
（
白
屋
說
詩
）
と
言
う
如
く
、
少
女
を
指
す
。
○
汞
汞
汞
竚
館
」
『
』
「
裳
」
は
、
毛
傳
に
「
在
下
曰
裳
」
と
あ
る
。
袴
、
の
下
に
つ
け
る
ス
カ
ー
ト
。
○
「
「
側
」
は
、
王
引
之
が
「
衞
風
、
有
、
在
彼
淇
澄
卅
」
崕
擔
。
毛
傳
曰
、
、
深
可
之
。
案
、
謂
水
厓
也
。
廣
曰
、
、
厓
也
。
曰
、
、
厓
、
、
方
也
。
曰
、
邊
、
厓
、
、
、
方
卅
卅
卅
卅
卅
瀑
樸
樸
瀑
変
搬
搬
搬
。
、
、
、
、
。
、
、
。
、
、
。
也
方
亦
也
厓
皆
在
之
名
故
皆
訓
爲
方
厓
在
水
之
故
可
訓
爲
厓
可
訓
爲
方
秦
風
曰
在
水
一
方
瀑
瀑
瀑
樸
搬
卅
卅
崚
壞
擔
曰
、
在
水
之
湄
。
在
水
之
涘
。
毛
傳
、
湄
、
水
也
。
涘
、
厓
也
。
卽
經
云
水
一
方
也
。
…
…
二
言
淇
、
三
言
淇
、
其
義
一
也
。
樸
瀛
瀛
搬
館
卅
卅
水
謂
之
側
、
亦
謂
之
。
水
厓
謂
之
、
亦
謂
之
側
。
故
魏
風
、
伐
檀
、
寘
之
河
之
側
兮
。
毛
彼
傳
曰
、
側
、
厓
也
（
經
義
聞
）
と
瀑
卅
卅
擔
憑
」
『
』
肓
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言
う
如
く
、
秦
風
・
の
「
方
「
湄
「
涘
」
と
同
樣
に
水
際
、
水
邊
の
。
○
「
帶
」
は
、
毛
傳
に
「
帶
以
申
束
衣
」
と
あ
る
。
に
つ
崚
壞
澄
擔
」
」
潦
館
け
る
上
衣
の
お
び
。
○
「
」
は
、
袁
が
「
衣
之
統
稱
。
特
指
上
衣
。
雙
關
同
上
二
無
裳
、
無
帶
句
」
と
言
う
如
く
、
第
一
・
二
の
燮
怦
燮
潦
瀛
瀛
「
無
裳
「
無
帶
」
を
總
括
し
て
言
っ
た
も
の
。
」
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
訓
讀
す
る
と
第
一
有
り
綏
綏
と
し
て
、
彼
の
淇
の
梁
に
在
り
。
心
の
憂
ふ
る
、
之
の
子
裳
無
し
。
瀛
崕
第
二
有
り
綏
綏
と
し
て
、
彼
の
淇
の
に
在
り
。
心
の
憂
ふ
る
、
之
の
子
帶
無
し
。
瀛
崕
卅
第
三
有
り
綏
綏
と
し
て
、
彼
の
淇
の
側
に
在
り
。
心
の
憂
ふ
る
、
之
の
子
無
し
。
瀛
崕
燮
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
日
本
語
譯
す
る
と
第
一
キ
ツ
ネ
は
ゆ
っ
た
り
と
、
淇
水
の
堤
に
い
ま
す
（
私
の
）
心
の
憂
い
は
、
少
女
の
ス
カ
ー
ト
が
無
い
こ
と
で
す
。
瀛
。
第
二
キ
ツ
ネ
は
ゆ
っ
た
り
と
、
淇
水
の
水
邊
に
い
ま
す
（
私
の
）
心
の
憂
い
は
、
少
女
の
帶
が
無
い
こ
と
で
す
。
瀛
。
第
三
キ
ツ
ネ
は
ゆ
っ
た
り
と
、
淇
水
の
水
邊
に
い
ま
す
（
私
の
）
心
の
憂
い
は
、
少
女
の
衣
が
無
い
こ
と
で
す
。
瀛
。
燮
と
な
る
。
詩
は
毛
序
に
「
有
、
刺
時
也
。
衞
之
男
女
、
失
時
喪
其
妃
耦
焉
。
古
、
國
有
凶
、
則
禮
而
多
昬
、
會
男
女
之
無
夫
家
。
以
育
潦
崕
隅
融
隅
襞
館
人
民
也
」
と
、
衞
國
の
政
治
が
惡
し
く
、
男
女
の
結
婚
を
獎
す
る
こ
と
を
し
な
い
の
で
、
結
婚
に
外
れ
た
は
自
然
奔
な
行
爲
を
す
る
よ
兵
隅
蕁
研
苣
う
に
な
る
の
を
風
刺
す
る
詩
と
し
、
集
傳
も
「
國
亂
民
散
、
喪
其
妃
耦
。
有
寡
、
見
鰥
夫
而
欲
嫁
之
」
と
、
衞
國
が
亂
れ
て
、
男
女
の
そ
の
姑
れ
合
い
を
失
う
が
多
い
の
で
寡
（
や
も
め
）
が
鰥
夫
（
や
も
お
）
を
見
て
嫁
ぎ
た
い
と
思
い
夫
を
求
め
る
詩
で
あ
る
と
す
る
。
隅
姑
本
詩
の
「
之
子
」
に
就
い
て
、
武
男
が
「
こ
こ
は
當
然
に
手
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
の
女
子
で
あ
る
」
と
言
い
、
こ
れ
は
秦
風
・
の
擔
崚
壞
擔
（
注
八
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裘」に就いて
一五四
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「
尹
人
」
と
同
樣
に
、
水
神
（
女
神
）
で
あ
る
。
水
邊
で
裸
の
少
女
は
や
は
り
水
神
で
あ
り
、
上
句
の
「
」
が
ゆ
っ
た
り
と
水
際
に
た
た
ず
信
崕
（
注
九
）
む
の
は
、
水
神
の
來
臨
を
表
す
の
で
あ
り
『
韓
詩
外
傳
』
に
「
、
水
神
也
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
證
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
の
詩
の
詩
は
、
少
、
崕
潦
年
が
手
に
届
か
な
い
女
神
を
い
求
め
よ
う
と
願
う
詩
で
あ
る
。
膊
さ
て
「
有
綏
綏
」
の
句
は
『
吳
越
春
秋
』
越
王
無
餘
外
傳
に
崕
禹
三
十
未
娶
、
恐
時
之
、
失
其
制
度
。
乃
辭
云
、
吾
娶
也
、
必
有
應
也
。
乃
有
九
尾
白
、
于
禹
、
禹
曰
、
白
、
吾
之
也
、
其
九
仄
燮
崕
芟
隅
、
。
、
、
、
、
。
、
。
、
。
尾
王
之
證
也
塗
山
之
歌
曰
綏
綏
白
九
尾
痝
痝
我
言
嘉
夷
來
賓
爲
王
成
家
成
室
我
彼
昌
天
人
之
際
則
行
隅
弥
崕
芟
琵
矣
哉
。
禹
因
娶
塗
山
、
謂
之
女
嬌
。
包
と
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
は
、
謂
禹
と
塗
山
の
女
と
の
戀
物
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
關
し
て
赤
塚
忠
が
館
（
注
一
〇
）嵞
山
は
塗
山
と
同
じ
で
あ
る
。
塗
山
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
ま
た
は
ど
の
地
の
映
で
あ
る
か
、
ど
う
い
う
由
來
の
あ
る
山
か
な
ど
確
で
状
包
と
ざ
ん
な
い
。
こ
れ
を
會
稽
山
、
安
省
懷
縣
の
當
塗
山
な
ど
に
比
定
す
る
說
、
浙
江
省
紹
興
縣
に
あ
る
と
す
る
說
、
四
川
省
の
巴
縣
に
あ
る
と
禝
蘚
か
い
け
い
せ
つ
こ
う
は
、
。
、
、
。
、
す
る
說
な
ど
あ
る
が
會
稽
山
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
と
に
か
く
塗
山
の
女
と
は
そ
の
あ
る
山
の
神
で
あ
る
と
思
う
と
く
に
梗
そ
れ
は
あ
と
に
が
石
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
推
す
れ
ば
、
石
の
で
表
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
禹
が
洪
水
を
治
旡
膸
庖
牴
、
、
、
め
て
山
河
を
安
定
し
た
神
話
か
ら
禹
と
あ
る
地
の
山
神
と
の
結
合
が
こ
り
そ
れ
が
禹
と
塗
山
の
女
と
の
結
婚
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
祓
と
私
は
推
定
す
る
。
後
に
べ
る
に
「
九
歌
」
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
塗
山
の
祭
禮
に
歌
舞
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
傳
說
で
あ
っ
肓
旡
て
、
そ
れ
が
に
崇
祀
が
あ
っ
た
こ
と
を
證
す
る
で
あ
ろ
う
『
說
』
に
「
塗
山
は
會
稽
山
な
り
。
一
に
九
江
の
當
塗
な
り
と
い
ふ
。
膸
轤
。
、
澪
す
う
し
民
の
俗
、
・
壬
・
癸
・
甲
を
以
て
嫁
娶
す
（
下
略
」
と
あ
る
。
こ
の
・
壬
・
癸
・
甲
を
以
て
嫁
娶
す
る
と
い
う
の
は
、
益
稷
の
傳
覃
覃
）
擔
館
か
し
ゆ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
れ
以
か
ら
存
し
た
民
閒
の
傳
承
で
あ
ろ
う
。
・
壬
・
癸
・
甲
を
は
懷
姙
に
瑞
の
あ
る
日
電
覃
呑
ず
い
し
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
民
閒
の
傳
承
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
塗
山
神
を
婚
姻
・
懷
姙
の
神
と
し
て
崇
祀
す
る
こ
と
か
ら
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ま
た
塗
山
崇
祀
の
證
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
て
禹
の
神
話
と
塗
山
の
崇
祀
と
が
融
合
し
て
、
禹
の
戀
物
語
と
な
っ
た
に
い
轤
蕋
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一五五
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な
い
。
と
論
じ
て
い
る
。
塗
山
の
女
と
は
、
石
の
で
表
さ
れ
て
い
た
山
神
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
が
、
直
ち
に
「
」
が
水
神
で
あ
る
と
は
牴
庖
崕
（
注
一
一
）
考
え
ら
れ
ぬ
『
書
』
武
紀
の
顏
師
古
注
に
は
、
禹
と
塗
山
の
女
と
の
閒
に
生
ま
れ
た
の
記
事
が
あ
る
。
が
石
か
ら
生
ま
れ
た
傳
說
に
就
。
繍
拱
旡
旡
い
て
は
、
森
三
樹
三
郞
が
い
つ
た
い
こ
の
母
石
だ
け
に
限
ら
ず
、
那
に
は
子
け
石
の
信
仰
が
古
く
か
ら
行
は
れ
て
ゐ
た
。
た
と
へ
ば
女
媧
に
つ
い
て
も
女
媧
石
旡
澹
唆
の
信
仰
が
あ
る
。
察
す
る
に
こ
の
母
石
も
子
け
石
の
一
種
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
『
石
北
方
に
破
れ
て
生
ま
る
』
と
言
つ
て
ゐ
る
と
旡
旡
唆
。
こ
ろ
か
ら
考
へ
る
と
、
こ
の
石
の
北
側
の
部
に
れ
目
が
あ
つ
た
も
の
ら
し
く
想
さ
れ
る
。
か
や
う
な
態
が
な
ほ
さ
ら
子
を
產
む
と
悋
凸
數
牴
い
ふ
聯
想
を
强
く
さ
せ
た
に
相
な
い
。
…
…
石
か
ら
生
ま
れ
た
子
が
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
偶
然
か
否
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
非
常
蕋
旡
痛
に
都
合
の
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
と
い
ふ
名
は
開
く
と
い
ふ
味
を
持
つ
て
居
り
、
石
を
押
し
開
い
て
生
ま
れ
る
こ
と
と
聯
想
旡
蟇
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
、
、
、
（
）
、
と
論
じ
て
お
り
木
比
呂
子
は
碩
人
が
本
來
石
の
假
面
を
つ
け
た
河
川
源
の
神
卽
ち
水
神
で
あ
っ
て
碩
石
人
が
水
神
と
さ
れ
た
の
は
融
（
注
一
二
）
（
注
一
三
）
河
川
の
靈
性
が
の
石
主
に
收
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
石
を
河
川
の
神
靈
と
し
て
崇
拜
さ
れ
た
こ
と
に
因
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
有
藤
將
祓
澤
の
「
」
は
水
神
で
あ
る
『
吳
越
春
秋
』
に
塗
山
の
女
が
九
尾
の
白
と
あ
る
の
は
、
禹
が
水
神
で
あ
り
、
且
つ
、
が
本
來
女
性
神
で
あ
崕
崕
崕
崕
擔
。
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
齊
風
・
南
山
の
第
一
に
「
南
山
崔
崔
、
雄
綏
綏
。
魯
有
、
齊
子
由
歸
（
南
山
崔
崔
た
り
、
雄
綏
綏
た
り
。
擔
瀛
崕
崕
蕈
敲
魯
た
る
有
り
、
齊
子
由
に
歸
ぐ
」
と
あ
り
、
齊
子
（
つ
つ
し
め
る
少
女
）
が
、
南
山
に
ゆ
っ
た
り
と
た
た
ず
む
雄
に
嫁
ぐ
詩
で
あ
る
が
、
蕈
敲
）
崕
こ
こ
と
つ
福
本
郁
子
が
、
か
か
る
「
南
山
」
に
就
い
て
「
豐
饒
・
多
產
・
榮
を
齎
す
水
源
た
る
山
」
と
、
水
源
の
山
と
し
て
い
る
。
水
を
湛
え
る
こ
と
か
蟾
（
注
一
四
）
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
に
言
う
「
雄
」
と
は
、
水
神
乃
至
は
靈
神
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
南
山
の
山
頂
に
は
恐
ら
く
、
そ
う
し
た
神
靈
を
祀
る
宗
崕
督
。
「
」
、「
」
「
」
暝
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
こ
で
雄
と
す
る
の
は
は
本
來
女
性
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
男
性
神
で
あ
る
こ
と
を
强
す
る
爲
に
雄
崕
崕
瀧
を
附
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一五六
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（
三
）
先
の
『
吳
越
春
秋
』
の
記
事
で
は
「
白
」
の
語
が
見
え
て
お
り
『
穆
天
子
傳
』
卷
一
に
は
、
崕
、
甲
辰
天
子
狩
于
滲
澤
、
是
得
白
元
狢
焉
、
以
祭
于
河
宗
。
琵
崕
と
あ
り
河
宗
卽
ち
水
神
を
祀
る
爲
に
白
を
生
け
贄
に
用
い
た
の
で
あ
る
こ
れ
は
卜
辭
に
も
用
于
丁
丁
に
を
用
ゐ
ん
か
合
、
「
」
。
、
「
（
）」（
崕
崕
崕
集
一
〇
二
五
四
）
と
あ
る
如
く
「
」
そ
の
も
の
が
神
な
動
物
で
あ
り
、
靈
祭
祀
の
供
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
水
神
を
祀
る
爲
、
崕
梗
督
に
も
用
い
ら
れ
る
の
は
、
何
ら
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
「
白
」
は
「
」
と
同
樣
に
狩
獵
の
動
物
で
も
あ
り
、
崕
崕
、
…
…
王
卜
貞
、
隹
往
來
災
。
鹿
…
…
麇
二
、
白
一
（
粹
・
九
五
六
）
灰
晧
崕
。
（
…
…
に
王
卜
し
て
貞
ふ
、
隹
れ
往
來
災
ひ
き
か
、
と
。
鹿
…
…
麇
二
、
白
一
を
た
り
）
灰
崕
晧
。
と
あ
る
「
白
」
と
は
、
毛
な
み
の
白
い
キ
ツ
ネ
で
あ
る
が
、
今
日
で
知
ら
れ
る
眞
白
き
は
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ
或
い
は
然
變
種
（
ア
ル
。
崕
崕
聒
俛
ビ
ノ
種
等
）
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
キ
ツ
ネ
の
獸
骨
が
中
原
付
で
出
土
さ
れ
た
例
が
な
く
、
古
代
に
い
て
生
息
し
て
い
た
と
は
想
定
羝
琵
し
い
『
書
』
匡
衡
傳
の
顏
師
古
注
に
盟
。
繍
師
古
曰
、
白
、
謂
掖
下
之
皮
、
其
毛
純
白
、
集
以
爲
裘
、
輕
柔
得
、
故
貴
也
。
崕
崕
盟
と
あ
り
、
加
喜
光
が
笋
キ
ツ
ネ
。
ア
カ
ギ
ツ
ネ
。
イ
ヌ
科
の
動
物
。
體
長
は
七
〇
セ
ン
チ
。
毛
の
色
は
赤
褐
色
、
ま
た
は
、
黃
褐
色
。
尾
は
長
く
、
Vulpesvulps.
竚
。
、
。
（
［
］、
［
］、
尖
端
が
短
い
夜
行
性
で
の
中
に
住
む
キ
ツ
ネ
の
脇
の
下
の
白
い
部
で
作
っ
た
裘
邶
風
・
旄
丘
37
秦
風
・
南
焜
悋
崕
絏
130
こ
き
ゆ
う
檜
風
・
羔
裘
［
146
）
は
珍
重
さ
れ
る
。
］
と
論
じ
て
い
る
如
く
、
腋
の
下
の
白
い
毛
を
指
し
「
白
」
と
稱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
代
で
は
「
」
そ
の
も
の
が
白
色
で
は
な
か
っ
た
。
卜
崕
崕
（
注
一
五
）
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一五七
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辭
に
見
え
る
よ
う
に
、
殷
代
に
は
白
が
重
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
「
白
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
朱
楨
が
坦
、
崕
在
對
些
獵
物
占
或
記
載
時
、
一
般
不
指
其
毛
色
、
而
確
定
記
其
毛
色
也
只
有
白
色
、
如
白
鹿
、
白
麇
、
白
等
。
…
…
些
艫
艫
晧
崕
汞
汞
包
汞
汞
檍
檍
汞
檍
在
狩
獵
中
擒
白
色
獵
物
。
在
喜
白
顏
色
人
（
王
）
看
來
、
當
是
一
種
很
高
興
吉
利
事
、
故
格
外
標
出
其
毛
色
。
…
…
晧
執
穀
、
、
、
、
、
、
、
、
「
」
。
代
白
衣
之
爲
用
有
其
特
殊
場
合
和
功
用
如
祭
祀
大
典
婚
嫁
等
以
示
其
恭
重
映
出
殷
人
白
傳
統
念
汞
汞
菟
亊
状
茶
執
…
…
白
衣
是
代
人
在
人
事
、
吉
事
之
時
才
禮
。
檍
汞
俟
棺
燮
と
言
う
如
く
、
白
い
は
、
そ
の
用
が
廣
く
狩
獵
の
物
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
毛
で
こ
し
ら
え
た
裘
は
祭
祀
や
婚
禮
等
の
吉
事
に
用
い
ら
崕
晧
崕
艝
（
注
一
六
）
れ
る
禮
で
あ
る
。
た
だ
し
、
金
田
純
一
郞
が
指
す
る
如
く
、
白
色
を
ぶ
の
は
、
殷
の
專
賣
特
許
で
は
な
い
「
白
」
は
、
古
い
時
代
よ
り
燮
澤
坦
。
崕
（
注
一
七
）
珍
重
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
壓
倒
に
「
」
卽
ち
赤
い
キ
ツ
ネ
の
體
毛
が
多
く
白
毛
の
部
位
が
希
少
で
あ
っ
た
の
も
一
つ
の
因
で
汞
崕
穀
あ
っ
た
ろ
う
「
白
」
と
は
、
身
が
眞
白
い
キ
ツ
ネ
を
指
す
の
で
は
な
く
、
腋
下
の
白
毛
が
多
い
キ
ツ
ネ
或
い
は
體
毛
に
白
色
が
見
え
る
キ
ツ
。
崕
信
ネ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
眞
白
い
裘
は
、
祭
祀
で
は
ど
の
よ
う
に
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
一
體
ど
の
よ
う
な
存
在
が
着
用
崕
柮
す
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
眞
白
い
裘
が
見
え
る
秦
風
・
南
（
一
三
〇
）
を
考
察
す
る
。
崕
絏
擔
第
一
南
何
有
、
有
條
有
、
君
子
至
止
。
錦
衣
裘
、
顏
如
渥
、
其
君
也
哉
。
瀛
絏
怦
崕
賦
○
○
○
○
○
第
二
南
何
有
、
有
紀
有
堂
、
君
子
至
止
。
黻
衣
裳
、
佩
玉
將
將
、
壽
考
不
。
瀛
絏
褶
笳
△
△
△
△
（
押
○
＝
之
部
△
＝
陽
部
）
箪
以
下
に
語
釋
を
施
す
。
○
「
南
」
は
、
毛
傳
に
「
南
、
之
名
山
。
中
南
也
」
と
あ
り
、
陳
奐
が
「
昭
四
年
左
傳
、
司
馬
侯
曰
、
中
南
、
絏
絏
嶼
九
州
之
險
。
南
、
卽
中
南
、
中
與
」
と
言
い
、
は
中
の
假
借
字
。
ま
た
袁
が
「
南
山
。
名
中
南
、
秦
山
、
秦
嶺
、
或
名
南
山
」
絏
絏
絏
絏
艷
怦
樸
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一五八
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。
、
。
、
、
、
。
「
」
と
言
う
山
名
で
あ
る
が
詳
し
い
在
は
不
こ
こ
は
特
定
の
山
名
を
指
す
の
で
は
な
く
南
山
卽
ち
南
の
山
と
解
し
て
お
く
○
條
館
包
「
「
紀
「
堂
」
は
、
王
引
之
が
「
首
木
、
二
、
三
、
四
、
五
亦
皆
言
木
、
此
不
易
之
例
也
。
今
首
言
木
而
二
乃
言
怦
」
」
橢
瀛
瀛
瀛
瀛
瀛
瀛
瀛
由
隅
由
山
、
則
旣
與
首
不
合
、
與
詩
之
例
不
符
矣
。
今
案
、
紀
讀
爲
杞
、
堂
讀
爲
棠
。
條
、
、
杞
、
棠
皆
木
名
也
（
經
義
聞
）
と
言
う
如
瀛
樸
信
怦
」
『
』
肓
、
、
、
（
）。
「
」
、
。
「
」
く
木
名
で
あ
り
和
名
は
そ
れ
ぞ
れ
ヤ
マ
ヒ
サ
ギ
・
ナ
ン
・
オ
ウ
チ
・
ヤ
マ
ナ
シ
水
上
靜
夫
○
君
子
は
靈
を
指
す
○
止
督
（
注
一
八
）
（
注
一
九
）
は
袁
が
止
之
と
言
い
于
省
吾
が
詩
經
中
用
作
指
示
代
名
詞
和
語
末
助
詞
之
止
卽
古
之
字
後
世
有
傳
本
均
訛
作
止
澤
、
「
、
」
、
「
、
、
」（『
怦
橢
澪
汞
螺
居
詩
經
證
』
收
「
詩
經
》
中
「
止
」
字
辨
釋
）
と
言
う
如
く
、
語
末
助
詞
の
「
之
。
訓
讀
で
は
讀
ま
な
い
。
○
「
錦
衣
裘
」
は
、
轣
館
《
」
」
汞
崕
陳
奐
が
「
傳
云
、
裘
、
之
、
裘
、
白
裘
也
。
玉
、
君
衣
白
裘
、
錦
衣
以
裼
之
。
錦
衣
裘
、
侯
之
也
。
注
云
、
君
崕
崕
崕
崕
崕
咆
燮
燮
潭
隅
渝
跳
演
衣
白
毛
之
裘
、
則
以
素
錦
爲
衣
之
、
可
裼
也
。
袒
而
有
以
曰
裼
、
必
之
、
裘
褻
也
。
詩
云
、
衣
錦
絅
衣
、
裳
錦
絅
裳
。
然
則
錦
衣
復
崕
懇
懇
柮
隅
有
上
衣
矣
。
天
子
白
之
上
衣
、
皮
弁
與
。
裼
衣
、
裘
色
。
非
侯
則
不
用
錦
衣
爲
裼
。
案
言
裼
衣
裘
色
、
裼
衣
當
作
上
衣
、
字
包
燮
崕
橢
庖
跳
庖
演
。
、
、
。
、
。
、
。
、
之
誤
天
子
皮
弁
上
衣
以
白
布
爲
之
是
白
裘
色
也
侯
之
皮
弁
論
語
謂
素
衣
麛
裘
也
…
…
裼
衣
素
衣
也
其
裘
燮
燮
館
庖
跳
崕
幌
隅
則
麛
靑
也
。
侯
在
天
子
皮
弁
、
裼
衣
、
錦
衣
也
。
其
裘
、
則
白
也
。
裼
衣
、
卽
中
衣
也
」
と
言
う
「
裘
」
は
、
の
白
い
毛
で
跳
咆
燮
潭
隅
崕
崕
崕
。
作
ら
れ
た
コ
ー
ト
「
錦
衣
」
と
は
、
白
色
の
中
衣
で
、
そ
の
上
に
裘
を
着
る
の
で
あ
る
。
○
「
渥
」
は
、
兪
樾
が
「
國
虞
兆
漋
天
香
樓
偶
。
崕
賦
咆
得
云
、
秦
風
南
之
詩
曰
、
顏
如
渥
丹
。
渥
丹
、
名
、
根
瓣
悉
似
百
合
而
小
、
四
五
開
、
殷
紅
可
、
詩
人
讚
美
君
子
顏
色
紅
潤
、
絏
抱
仞
抱
抱
卻
衙
。
、
、
。
、
、
」（『
』
、
）
故
以
此
擬
之
東
門
之
枌
曰
爾
如
正
與
同
兮
之
詩
曰
赫
如
渥
赭
或
卽
渥
丹
之
名
香
室
續
鈔
卷
一
二
渥
丹
條
抱
誘
約
斎
潦
棯
聒
と
言
い
、
に
劉
毓
も
「
三
才
圖
會
曰
、
渥
丹
四
開
、
如
百
合
、
其
色
如
丹
、
故
名
。
氏
詩
志
引
他
說
亦
云
、
渥
丹
、
名
、
色
濘
蕁
卻
抱
仞
囎
蔓
抱
正
赤
、
今
江
南
以
稱
人
（
詩
義
稽
考
）
と
言
う
に
據
り
、
の
名
。
和
名
は
『
和
三
才
圖
會
』
に
見
え
る
「
山
丹
（
ヒ
メ
ユ
リ
「
山
憑
繍
」『
』
、
）」
抱
挧
丹
（
カ
ラ
ユ
リ
」
に
相
當
す
る
植
物
。
○
「
君
」
は
、
兪
樾
が
「
樾
案
、
羔
裘
、
洵
直
且
侯
。
傳
曰
、
侯
、
君
也
。
釋
引
韓
詩
曰
、
侯
、
）
当
擔
澪
。
、
。
、
、
。
、
、
。
。
、
、
美
也
王
有
聲
王
烝
哉
傳
曰
烝
君
也
釋
引
韓
詩
曰
烝
美
也
是
君
與
美
義
相
故
昭
元
年
左
傳
曰
楚
子
美
矣
澪
澪
澪
橇
擔
羝
君
哉
。
白
、
號
曰
、
皇
、
君
也
、
美
也
。
孔
子
稱
曰
、
君
哉
、
也
、
曰
、
美
哉
、
也
。
此
云
、
顏
如
渥
、
其
君
也
哉
、
亦
美
邪
艷
擔
灘
灘
灘
憑
賦
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一五九
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之
之
詞
（
羣
經
議
）
と
言
う
如
く
、
美
の
。
○
「
黻
衣
裳
」
は
、
豳
風
・
九
罭
「
袞
衣
裳
」
に
聞
一
多
が
「
玉
、
系
部
引
韓
詩
」
『
』
徘
潦
褶
擔
褶
擔
、
、
、
。
、
、
。
。
、
、
。
、
作
綩
云
綩
衣
纁
衣
也
皮
嘉
曰
士
冠
禮
弁
纁
裳
純
衣
純
讀
爲
黗
說
黗
黑
也
純
衣
玄
衣
…
…
韓
詩
謂
纁
衣
童
浴
憑
燮
館
澪
疑
卽
純
衣
。
熏
與
屯
聲
得
、
禹
貢
杶
幹
栝
柏
、
釋
杶
本
作
櫄
。
此
熏
屯
用
之
證
。
韓
詩
作
綩
衣
、
禮
、
染
人
注
、
故
書
纁
作
。
羝
艷
艷
澪
隅
嶼
劈
綩
與
皆
從
宛
聲
、
韓
詩
之
綩
、
當
卽
禮
故
書
之
。
與
纁
同
、
故
韓
以
綩
衣
爲
纁
衣
、
實
卽
禮
之
純
衣
也
。
案
皮
說
甚
核
。
今
謂
袞
玄
聲
劈
劈
劈
嶼
、
袞
從
聲
。
說
、
、
靑
金
也
。
從
金
聲
。
是
有
靑
義
、
靑
卽
玄
也
。
古
稱
袞
衣
實
卽
玄
衣
。
爾
、
釋
言
、
袞
、
黻
也
。
是
此
羝
炙
澪
炙
橢
淡
屎
変
之
袞
衣
裳
卽
南
之
黻
衣
裳
。
彼
傳
曰
、
黑
與
靑
謂
之
黻
。
黑
與
靑
仍
不
離
玄
色
、
此
亦
袞
衣
卽
玄
衣
之
證
。
毛
以
袞
衣
爲
卷
龍
之
衣
、
非
褶
絏
褶
是
（
詩
經
義
乙
）
と
言
う
如
く
「
黻
衣
」
と
「
袞
衣
」
は
同
義
で
玄
衣
、
黑
い
衣
の
こ
と
、
ま
た
陳
奐
が
「
古
、
袞
、
、
黼
、
黻
義
得
」「
」
、
艷
隅
褶
稱
也
。
上
爲
衣
、
下
爲
裳
、
然
有
殊
衣
裳
、
亦
有
衣
裳
。
單
謂
裳
、
上
衣
也
、
騫
裳
爲
摳
衣
也
。
單
言
衣
、
下
裳
也
、
緣
艷
苣
苣
苣
橢
隅
隅
幌
幌
衣
、
褧
衣
、
毳
衣
、
緇
衣
、
素
衣
、
錦
衣
、
衣
、
衣
皆
裳
也
。
白
義
、
衣
裳
云
、
言
衣
、
上
下
、
然
則
是
也
。
袞
同
、
揺
致
邪
致
艷
擔
褶
橢
澪
隅
衣
裳
同
制
袞
衣
卽
裳
故
下
是
以
有
袞
衣
兮
但
擧
袞
衣
以
該
裳
言
也
と
言
う
に
據
れ
ば
衣
と
は
下
に
着
る
裳
を
も
ね
る
黻
、
、
、
、
」
、
。「
褶
褶
瀛
致
（
袞
）
衣
裳
」
と
は
、
黑
い
衣
裳
の
こ
と
。
○
「
佩
玉
將
將
」
は
、
同
句
が
風
・
有
女
同
車
に
見
え
る
「
將
將
」
は
瑲
の
假
借
字
で
、
佩
褶
擔
演
。
（
注
二
〇
）
玉
が
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と
鳴
る
樣
を
容
す
る
語
。
○
「
壽
考
不
」
は
、
王
引
之
が
「
引
之
案
、
、
已
也
。
作
假
借
耳
。
…
…
壽
考
牴
笳
笳
当
灰
憑
隅
潦
薑
不
、
言
壽
無
疆
也
（
揭
書
）
と
言
う
如
く
「
不
」
は
「
不
已
」
で
あ
り
、
盡
き
る
こ
と
の
な
い
。
風
・
有
女
同
車
の
「
德
笳
笳
憑
單
」
、
電
演
擔
不
」
の
語
釋
を
參
照
「
壽
無
疆
」
は
金
常
見
の
語
で
、
壽
命
の
無
限
を
希
求
し
言
ぐ
。
笳
。
單
澪
潦
凸
（
注
二
一
）
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
訓
讀
す
る
と
第
一
南
に
何
か
有
る
、
條
有
り
有
り
、
君
子
至
る
。
錦
衣
裘
、
顏
は
渥
の
如
し
、
其
れ
君
な
る
か
な
。
瀛
絏
怦
崕
賦
び
第
二
南
に
何
か
有
る
、
紀
有
り
堂
有
り
、
君
子
至
る
。
黻
衣
裳
、
佩
玉
將
將
た
り
、
壽
考
ま
ざ
ら
ん
。
瀛
絏
褶
笳や
と
な
る
。
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一六〇
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以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
日
本
語
譯
す
る
と
第
一
南
の
お
山
に
生
え
ま
す
は
、
ヤ
マ
ヒ
サ
ギ
の
木
に
ナ
ン
の
木
（
そ
こ
に
）
靈
が
來
臨
さ
れ
ま
し
た
（
そ
の
お
は
）
白
い
瀛
、
。
督
欣
中
着
に
白
い
皮
の
コ
ー
ト
、
お
顏
は
ヒ
メ
ユ
リ
の
よ
う
に
、
な
ん
と
も
お
美
し
い
。
崕
第
二
南
の
お
山
に
生
え
ま
す
は
、
オ
ウ
チ
の
木
に
ヤ
マ
ナ
シ
の
木
（
そ
こ
に
）
靈
が
來
臨
さ
れ
ま
し
た
（
そ
の
お
は
）
身
瀛
、
。
督
欣
信
黑
い
衣
裳
を
着
て
、
お
の
帶
び
玉
を
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と
鳴
ら
し
、
永
久
の
壽
命
を
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
澄
唆
と
な
る
。
詩
は
毛
序
に
「
南
、
戒
襄
也
。
能
取
地
、
始
爲
侯
、
顯
、
大
夫
美
之
。
故
作
是
詩
以
戒
之
」
と
、
襄
を
戒
む
る
の
詩
と
潦
橇
橇
絏
嶼
噎
癖
跳
燮
し
、
集
傳
は
「
此
秦
人
美
其
君
之
詞
、
亦
車
鄰
駟
驖
之
也
」
と
、
秦
君
を
美
す
る
詩
と
す
る
。
潦
本
詩
の
詩
を
解
す
る
上
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
第
一
の
「
錦
衣
裘
、
第
二
の
「
黻
衣
裳
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
靈
の
尸
潦
瀛
瀛
崕
」
褶
督
た
る
少
年
が
着
用
す
る
祭
で
あ
る
。
從
っ
て
、
詩
は
、
少
女
の
巫
が
靈
が
の
來
臨
を
ぐ
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
裘
」
は
、
靈
燮
潦
凸
督
凸
督
崕
の
尸
で
あ
る
少
年
、
卽
ち
男
性
が
着
用
し
て
い
る
。
（
四
）
渝
隅
秦
風
・
南
と
同
樣
に
「
」
が
呪
物
と
し
て
見
え
て
い
る
詩
は
、
小
・
魚
之
什
・
何
艸
不
黃
（
二
三
四
）
の
第
四
に
「
有
絏
擔
擔
崕
変
瀛
汾
、
彼
幽
艸
。
有
棧
之
車
、
行
彼
（
た
る
有
り
、
彼
の
幽
艸
に
く
。
棧
た
る
車
有
り
、
彼
の
に
行
く
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
崕
柬
崕
柬
嶼
嶼
蕈
蕈
汾
）
ゆ
ゆ
あ
る
「
有
棧
之
車
」
と
は
、
征
夫
の
乘
る
車
で
あ
り
、
こ
れ
に
對
と
し
て
「
有
」
は
あ
る
の
で
、
か
か
る
「
」
は
女
性
を
指
す
と
見
て
。
汾
隅
崕
崕
誤
り
が
な
い
。
加
え
て
、
こ
の
句
を
集
傳
は
「
興
也
」
と
す
る
が
、
こ
こ
に
言
う
興
詞
は
考
え
る
に
「
幽
艸
」
と
は
、
對
と
な
る
「
」
が
め
嶼
蕈
で
た
い
大
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
「
南
山
「
宛
丘
「
旄
丘
」
等
と
同
じ
よ
う
に
木
豐
か
な
神
な
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
蕈
、
」
」
由
梗
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一六一
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地
に
い
る
「
」
は
、
何
艸
不
黃
の
末
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
南
と
同
樣
に
神
靈
の
來
臨
を
願
い
一
族
の
を
求
め
ん
と
す
梗
崕
擔
絏
擔
童
瀛
芭
る
呪
詞
で
あ
り
、
か
か
る
「
」
は
女
神
の
表
で
あ
ろ
う
。
何
艸
不
黃
で
は
「
」
の
體
色
は
不
で
あ
る
が
、
白
い
キ
ツ
ネ
で
は
な
く
ア
崕
崕
庖
擔
、
包
カ
キ
ツ
ネ
を
指
す
の
で
あ
る
。
（
）
「
、
。《
》
、
、
、
、
赤
ア
カ
キ
ツ
ネ
に
就
い
て
は
王
政
が
之
中
赤
色
最
善
幻
爲
女
子
淵
鑒
函
卷
四
三
一
一
引
書
云
其
名
曰
紫
崕
崕
崕
崕
浚
搭
爲
（
。
故
其
怪
多
稱
阿
紫
」
と
言
い
、
赤
が
少
女
に
け
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
」
が
女
性
の
表
で
あ
っ
た
こ
と
紡
紡
崕
崕
崕
姑
）
庖
（
注
二
二
）
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。
何
と
な
れ
ば
有
の
「
」
が
女
性
神
を
指
し
て
い
る
の
は
、
赤
い
キ
ツ
ネ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
崕
崕
擔
こ
で
「
紫
」
を
赤
と
解
し
て
い
る
が
「
紫
」
は
『
說
』
に
「
紫
、
帛
靑
赤
色
也
」
と
あ
り
『
論
語
』
陽
貨
に
「
惡
紫
之
奪
朱
也
」
と
あ
る
。
、
、
澪
擔
『
』
、
。
、
、
、
說
に
は
靑
と
赤
の
中
閒
色
で
あ
り
赤
色
が
そ
の
中
で
重
な
色
で
あ
る
た
だ
し
今
日
の
紫
色
と
同
じ
で
あ
る
か
に
就
い
て
は
同
澪
穀
党
に
「
紅
紫
不
以
爲
褻
」
と
あ
っ
て
、
山
田
美
が
「
紅
『
紫
』
は
現
代
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
似
た
色
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
當
時
は
、
飲
擔
燮
布
『
』
朱
色
を
き
わ
め
て
高
貴
な
も
の
と
し
た
の
で
、
そ
れ
に
似
し
た
紅
や
紫
も
、
常
着
に
は
用
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
說
に
從
っ
て
お
浚
徘
く
」
と
言
う
。
（
注
二
三
）
邶
風
・
北
風
の
第
三
に
「
赤
匪
、
黑
匪
烏
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
箋
に
「
赤
則
也
」
と
あ
り
、
孔
穎
が
「
色
皆
赤
」
と
言
擔
瀛
俘
俘
崕
崕
崕
演
蕁
う
如
く
、
赤
い
で
あ
る
。
集
傳
に
「
不
之
物
、
人
惡
見
也
」
と
あ
っ
て
、
以
後
多
く
の
注
釋
家
が
從
う
が
、
林
義
光
が
崕
呑
館
隅
與
烏
皆
常
之
物
未
聞
其
惡
也
。
崕
と
言
う
よ
う
に
、
人
の
に
く
み
見
る
も
の
、
不
の
動
物
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
「
赤
匪
」
も
に
赤
は
貴
な
色
で
あ
り
女
性
の
表
で
呑
。
俘
崕
膸
庖
筑
な
か
っ
た
か
。
邶
風
・
北
風
（
四
一
）
を
考
察
す
る
。
擔
第
一
北
風
其
涼
、
雨
其
雱
。
惠
而
好
我
、
攜
手
同
行
。
其
虛
其
、
旣
亟
只
且
。
瀛
悠
貉
○
○
○
△
△
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一六二
- 14 -
第
二
北
風
其
喈
、
雨
其
霏
。
惠
而
好
我
、
攜
手
同
歸
。
其
虛
其
、
旣
亟
只
且
。
瀛
悠
貉
□
◎
◎
△
△
第
三
赤
匪
、
黑
匪
烏
。
惠
而
好
我
、
攜
手
同
車
。
其
虛
其
、
旣
亟
只
且
。
瀛
俘
俘
崕
貉
△
△
△
△
△
（
押
○
＝
陽
部
△
＝
魚
部
□
＝
脂
部
◎
＝
部
脂
・
は
合
）
箪
箪
砲
砲
以
下
に
語
釋
を
施
す
。
○
「
北
風
」
は
、
赤
塚
忠
が
「
北
風
』
は
も
と
祭
祀
の
對
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
時
を
表
し
、
か
つ
風
が
『
庖
抉
雲
雨
を
招
く
よ
う
に
、
男
が
女
に
誘
い
か
け
る
寓
を
基
に
し
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
如
く
、
男
女
を
誘
引
を
指
す
興
詞
で
あ
る
。
○
「
其
潦
燿
（
注
二
四
）
涼
」
の
「
其
」
は
、
余
培
林
が
「
其
涼
、
涼
涼
。
詩
經
中
容
詞
之
上
冠
以
其
字
、
冠
以
有
字
、
或
此
容
詞
之
疊
字
。
此
其
涼
有
涼
憑
憑
憑
橢
牴
牴
或
涼
涼
、
下
其
雱
、
其
喈
、
其
霏
、
皆
仿
此
」
と
言
う
如
く
、
容
詞
を
作
る
助
字
で
假
り
に
「
そ
―
レ
」
と
讀
む
「
涼
涼
」
は
、
堯
が
澪
牴
。
挧
俘
「
、
」
、
。
「
」
、
「
、
、
。
、
憑
涼
涼
涼
貌
と
言
う
如
く
冷
た
い
樣
を
容
す
る
語
○
雨
は
袁
が
在
此
是
動
詞
雨
是
下
思
…
…
雨
繊
牴
怦
悠
悠
汞
潦
是
、
降
之
」
と
言
う
。
動
詞
で
「
ふ
―
ル
」
と
讀
む
。
○
「
雱
」
は
、
胡
承
珙
が
「
雱
、
籒
字
。
說
、
、
溥
也
。
籒
作
雱
。
嘴
隅
潦
澪
瀑
澪
瀑
澪
、
、
」
、
。
「
」
、
「
、
雨
有
溥
之
故
傳
云
雱
盛
貌
と
言
う
如
く
が
廣
範
囲
に
舞
い
散
る
樣
を
容
す
る
語
○
惠
而
は
馬
瑞
辰
が
瑞
辰
按
悠
悠
盒
牴
潦
風
詩
惠
然
肯
來
、
傳
、
惠
、
順
也
。
此
詩
惠
而
惠
然
也
、
惠
亦
當
爲
順
、
惠
然
謂
順
貌
也
」
と
言
う
如
く
、
邶
風
・
風
の
「
惠
然
」
と
絏
絏
擔
憑
同
じ
で
、
素
直
、
柔
順
な
樣
。
○
「
行
」
は
、
邶
風
・
泉
水
「
女
子
有
行
」
で
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
桓
九
年
左
傳
侯
之
女
行
、
杜
注
、
擔
橢
跳
、
。
。
、
、
。
」
行
嫁
也
…
…
女
子
有
行
卽
謂
女
子
嫁
耳
儀
禮
喪
注
云
女
行
大
夫
以
上
曰
嫁
行
士
人
曰
人
是
君
亦
以
行
卽
爲
嫁
燮
琵
琵
演
演
橢
圍
窒
と
言
う
如
く
、
嫁
ぐ
。
○
「
虛
「
」
は
、
馬
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
虛
、
舒
之
同
假
借
、
、
徐
之
同
假
借
。
野
有
死
麕
傳
、
舒
、
潦
薑
薑
」
貉
貉
隅
隅
徐
也
。
虛
、
徐
二
字
疊
。
淮
南
子
原
訓
注
云
、
原
泉
始
出
虛
徐
、
流
不
止
、
以
漸
盈
滿
。
正
以
虛
徐
爲
徐
、
虛
徐
卽
舒
徐
也
。
毛
傳
虛
、
虛
箪
蕈
也
當
从
釋
一
本
作
虛
、
徐
也
。
毛
傳
例
不
改
字
、
知
虛
爲
舒
之
假
借
、
故
以
徐
釋
之
」
と
言
う
如
く
「
虛
」
は
舒
徐
の
假
借
字
で
ま
た
虛
と
澪
、
貉
徐
が
疊
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
徐
徐
」
に
同
じ
。
ゆ
っ
た
り
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
樣
子
。
○
「
旣
亟
只
且
」
は
、
于
省
吾
が
「
亟
乃
之
借
字
、
箪
無
爾
、
釋
詁
謂
亟
、
也
。
釋
、
亟
字
作
。
方
言
一
稱
自
關
自
西
、
秦
晉
之
閒
、
相
謂
之
亟
、
廣
、
釋
詁
謂
亟
、
也
。
方
言
変
変
芫
澪
樸
橢
無
菟
菟
衙
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
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與
廣
訓
亟
爲
、
亟
係
之
借
字
。
以
古
字
證
之
、
爲
之
初
。
說
訓
爲
自
敕
、
也
有
。
大
保
簋
克
無
之
作
変
意
菟
菟
菟
菟
菟
無
無
無
澪
澪
澪
於
潦
緝
蠑
、
師
簋
夙
夜
之
作
、
說
詳
拙
釋
羌
、
、
美
。
旣
亟
只
且
應
讀
作
旣
只
且
、
言
旣
之
矣
、
只
且
係
語
末
助
詞
（
澤
螺
居
詩
讓
邪
菟
菟
菟
菟
無
址
無
憑
」『
經
證
』
卷
中
）
と
言
う
如
く
「
亟
」
は
の
假
借
字
で
つ
つ
し
む
「
只
且
」
は
助
字
で
訓
讀
で
は
讀
ま
な
い
。
○
「
其
喈
」
は
、
馬
瑞
辰
が
轣
、
。
菟
潦
「
瑞
辰
按
、
喈
、
玉
作
、
疾
風
也
。
此
後
人
增
益
字
。
喈
當
作
湝
、
淒
。
說
湝
字
注
、
一
曰
、
湝
、
水
也
。
引
詩
風
雨
湝
湝
、
卽
擔
瑩
樸
澪
艷
繊
風
風
雨
淒
淒
之
。
邶
風
傳
、
淒
、
風
也
。
水
曰
湝
、
風
亦
爲
湝
、
風
亦
爲
湝
、
其
喈
其
涼
也
」
と
、
湝
の
假
借
字
で
淒
の
演
聒
憑
澪
繊
繊
繊
繊
帚
で
あ
る
と
し
「
淒
淒
」
は
小
・
四
「
秋
日
淒
淒
」
に
陳
奐
が
「
綠
衣
傳
、
淒
、
風
也
。
此
云
、
淒
淒
、
涼
風
。
涼
」
と
言
聒
澪
潦
、
変
卻
擔
繊
繊
艷
う
。
第
一
の
「
其
涼
」
と
同
じ
で
、
風
の
冷
た
い
樣
を
容
す
る
語
。
○
「
其
霏
」
は
、
毛
傳
に
「
霏
、
甚
貌
」
と
あ
り
、
丁
惟
汾
が
「
霏
雱
瀛
牴
雙
聲
。
其
霏
其
雱
。
甚
貌
與
盛
貌
義
同
」
と
言
う
如
く
、
第
一
の
「
其
雱
」
と
同
じ
で
、
が
廣
範
囲
に
舞
い
散
る
樣
を
容
す
る
語
。
○
憑
瀛
悠
牴
「
」
、
「
」
、
「
」
、
。
「
」
歸
は
南
・
覃
の
毛
傳
に
人
謂
嫁
曰
歸
と
あ
り
丁
惟
汾
が
歸
嫁
雙
聲
と
言
う
如
く
嫁
の
假
借
字
で
嫁
ぐ
○
嶼
垳
擔
姑
潦
崕
「
烏
」
は
、
後
す
る
如
く
、
赤
い
キ
ツ
ネ
は
少
女
、
黑
い
カ
ラ
ス
は
少
年
の
靈
魂
の
表
で
あ
る
。
○
「
同
車
」
は
、
袁
が
「
與
同
行
、
同
肓
庖
怦
歸
義
同
」
と
言
う
如
く
、
第
一
の
「
同
行
、
第
二
の
「
同
歸
」
に
同
じ
。
風
・
有
女
同
車
を
參
照
。
瀛
瀛
」
演
擔
（
注
二
五
）
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
訓
讀
す
る
と
第
一
北
風
其
れ
涼
な
り
、
雨
る
こ
と
其
れ
雱
た
り
。
惠
と
し
て
我
を
好
ま
ば
、
手
を
攜
へ
て
同
じ
く
行
が
ん
。
其
れ
虛
に
し
て
其
瀛
悠
ふ
こ
の
た
づ
さ
と
つ
れ
た
り
、
旣
に
亟
ま
ん
。
貉じ
ょ
つ
つ
し
第
二
北
風
其
れ
喈
な
り
、
雨
る
こ
と
其
れ
霏
た
り
。
惠
と
し
て
我
を
好
ま
ば
、
手
を
攜
へ
て
同
じ
く
歸
が
ん
。
其
れ
虛
に
し
て
其
瀛
悠
ふ
と
つ
れ
た
り
、
旣
に
亟
ま
ん
。
貉
第
三
赤
き
は
に
匪
ざ
る
く
、
黑
き
は
烏
に
匪
ざ
る
し
。
惠
し
て
我
を
好
ま
ば
、
手
を
攜
へ
て
車
を
同
じ
う
す
。
其
れ
虛
に
し
瀛
崕
俘
俘
、
あ
ら
な
て
其
れ
た
り
、
旣
に
亟
ま
ん
。
貉
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
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と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
日
本
語
譯
す
る
と
第
一
北
風
は
冷
た
く
、
は
あ
ま
ね
く
舞
い
散
る
。
す
な
お
に
私
が
好
き
な
ら
ば
、
手
を
と
り
あ
っ
て
結
婚
し
ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
瀛
悠
り
ゆ
っ
た
り
と
、
そ
し
て
怠
り
の
な
い
よ
う
に
。
第
二
北
風
は
冷
た
く
、
は
あ
ま
ね
く
舞
い
散
る
。
す
な
お
に
私
が
好
き
な
ら
ば
、
手
を
と
り
あ
っ
て
結
婚
し
ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
瀛
悠
り
ゆ
っ
た
り
と
、
そ
し
て
怠
り
の
な
い
よ
う
に
。
第
三
赤
い
の
は
キ
ツ
ネ
、
黑
い
の
は
カ
ラ
ス
。
す
な
お
に
私
が
好
き
な
ら
ば
、
手
を
と
り
あ
っ
て
同
じ
馬
車
に
乘
り
（
結
婚
し
）
ま
瀛
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
た
り
と
、
そ
し
て
怠
り
の
な
い
よ
う
に
。
と
な
る
。
詩
は
毛
序
に
「
北
風
、
刺
也
。
衞
國
竝
爲
威
、
百
姓
不
。
不
相
攜
持
而
去
焉
」
と
し
、
集
傳
も
「
言
北
風
雨
、
以
比
國
家
亂
潦
燻
拑
痣
痣
俘
悠
將
至
、
而
氣
愁
慘
也
。
故
欲
與
其
相
好
之
人
、
去
而
之
」
と
す
る
。
說
は
、
北
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
樣
を
國
家
亂
の
と
す
る
。
庖
袢
庖
搭
拑
磆
從
來
「
烏
」
は
、
惡
鳥
と
解
さ
れ
て
來
た
が
、
福
本
郁
子
が
鳥
は
本
來
そ
の
種
に
關
わ
り
な
く
靈
魂
の
表
と
見
な
さ
れ
た
。
…
…
『
詩
經
』
の
詩
に
興
詞
と
し
て
謠
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
鳥
の
浚
庖
持
つ
義
の
中
に
は
、
本
來
不
や
凶
惡
と
い
う
因
子
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
ら
か
と
な
っ
た
と
思
う
。
興
詞
に
用
さ
れ
庖
磆
汞
潦
柮
呑
包
る
鳥
の
種
が
變
わ
る
こ
と
で
そ
の
義
が
變
わ
る
譯
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
詩
經
』
中
の
興
詞
に
用
さ
れ
る
總
て
の
浚
庖
磆
汞
潦
柮
鳥
に
就
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
と
論
ず
る
如
く
、
靈
魂
の
表
で
あ
る
「
」
も
ま
た
西
歐
で
は
古
く
地
面
の
中
に
長
い
巢
を
路
の
よ
う
に
掘
る
こ
と
か
ら
死
の
靈
魂
を
庖
脾
。
崕
焜
隅
（
注
二
六
）
地
下
の
あ
の
世
へ
り
届
け
る
瑞
獸
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
烏
」
と
「
」
と
が
對
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
「
烏
」
と
「
」
も
膣
。
、
崕
崕
（
注
二
七
）
「
烏
」
と
同
樣
に
從
っ
て
對
と
な
る
「
」
も
ま
た
靈
魂
の
表
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
「
北
風
」
が
男
女
誘
引
の
興
詞
で
あ
崕
庖
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
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る
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
本
詩
の
詩
は
、
歌
垣
の
場
で
少
女
が
少
年
を
誘
う
詩
と
解
し
て
大
な
い
と
思
う
。
潦
蔬
（
五
）
澪
赤
（
ア
カ
キ
ツ
ネ
）
は
女
性
の
表
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
樣
に
「
赤
い
裘
」
も
ま
た
女
性
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
「
裘
」
は
、
金
崕
崕
崕
庖
。
「
、
、
（
、
、
、
（
）
）」
。
「
」
で
は
伯
に
己
未
王
命
中
致
歸
白
裘
己
未
王
仲
に
命
じ
て
歸
伯
に
裘
を
致
さ
し
む
と
あ
る
こ
こ
で
鮎
崕
字
に
就
い
て
、
說
あ
る
が
郭
沫
が
「
貂
字
兩
見
、
一
作
一
作
、
乃
刀
聲
之
字
。
且
繫
于
裘
字
上
、
其
爲
貂
字
無
疑
」
と
、
貂
で
あ
跳
庖
幌
牴
（
注
二
八
）
る
と
す
る
。
に
か
か
る
貂
字
に
就
い
て
朱
圃
、
陳
が
、
鼬
の
初
で
あ
り
「
鼬
裘
」
つ
ま
り
イ
タ
チ
の
毛
皮
と
解
し
て
い
る
點
に
注
目
濘
澪
放
繍
徘
、
（
注
二
九
）
（
注
三
〇
）
し
、
何
景
成
が
謂
貂
字
可
析
爲
從
從
鼬
初
、
從
應
該
聲
符
。
因
此
、
可
以
將
之
釋
爲
。
說
、
鼬
、
如
鼠
、
赤
黃
而
大
、
鼠
館
館
汞
悋
汞
澪
汞
澪
抂
牴
畫
畫
崕
。
王
念
孫
廣
疏
證
謂
鼬
善
補
鼠
、
故
有
鼠
之
名
、
今
俗
謂
之
黃
鼠
。
字
從
鼬
、
當
是
作
爲
義
符
。
山
楚
、
164 、
259
隅
変
娼
娼
崕
館
汞
舗
棯
號
從
鼠
、
況
與
此
似
、
也
是
作
爲
義
符
。
棯
汞
崕
菷
浚
乖
伯
簋
銘
中
字
與
裘
用
、
指
裘
爲
、
爲
賞
賜
品
…
…
西
金
多
記
載
王
賞
賜
給
臣
下
裘
衣
、
裘
衣
種
有
裘
、
裘
、
澪
汞
澪
崕
崕
苣
婿
嶼
浚
邪
羔
裘
、
鼬
裘
等
。
其
中
裘
、
羔
裘
可
與
獻
相
對
應
、
如
詩
經
、
國
風
中
有
以
羔
裘
爲
名
、
禮
記
、
玉
記
載
有
裘
、
羔
裘
。
而
邪
邪
澪
擔
隅
渝
獻
中
常
見
裘
、
在
西
金
中
則
沒
有
映
、
將
乖
伯
簋
銘
之
字
釋
爲
裘
之
是
比
合
。
澪
汞
澪
澪
汞
崕
崕
崕
嶼
状
嘆
窒
と
、
で
あ
る
こ
と
を
證
し
て
い
る
「
裘
」
は
、
古
來
よ
り
賞
賜
品
で
あ
っ
た
。
賞
賜
品
と
さ
れ
た
の
は
貴
重
で
あ
る
と
同
時
に
一
定
量
の
崕
崕
包
。
（
注
三
一
）
常
備
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
て
が
白
い
皮
製
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
「
」
は
そ
も
そ
も
が
赤
い
體
色
の
で
あ
る
信
崕
崕
崕
。
こ
と
か
ら
、
赤
い
皮
製
の
裘
が
主
流
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
有
や
北
風
で
は
、
赤
い
が
女
神
・
女
性
を
表
し
て
い
た
。
崕
崕
崕
擔
擔
庖
と
な
れ
ば
、
色
の
赤
い
裘
も
女
性
が
着
用
す
る
祭
で
は
な
か
っ
た
か
。
崕
燮
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一六六
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そ
こ
で
、
赤
い
裘
が
見
え
て
い
る
邶
風
・
旄
丘
（
三
七
）
を
考
察
す
る
。
崕
擔
第
一
旄
丘
之
兮
、
何
之
兮
。
叔
兮
伯
兮
、
何
多
日
也
。
瀛
燹
垳
抉
○
△
△
第
二
何
其
處
也
、
必
有
與
也
。
何
其
久
也
、
必
有
以
也
。
瀛
□
□
◎
◎
第
三
裘
戎
、
匪
車
不
東
。
叔
兮
伯
兮
、
靡
與
同
。
瀛
崕
宦
館
▽
■
■
第
四
瑣
兮
尾
兮
、
流
離
之
子
。
叔
兮
伯
兮
、
褎
如
充
耳
。
瀛
◎
◎
（
押
○
＝
部
△
＝
質
部
…
…
質
部
合
□
＝
魚
部
◎
＝
之
部
▽
＝
部
■
＝
東
部
…
…
東
合
）
箪
箪
箪
卻
卻
・
銭
銭
以
下
に
語
釋
を
施
す
。
○
「
旄
丘
」
は
、
黃
震
が
「
雪
山
云
、
丘
之
多
木
也
。
星
名
旄
頭
、
言
光
多
。
冠
名
旄
頭
、
言
羽
毛
多
（
黃
氏
由
隅
米
」『
日
鈔
』
卷
四
）
と
言
う
如
く
、
木
の
多
い
丘
。
白
川
靜
は
「
山
と
い
う
ほ
ど
の
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
。
陳
風
・
宛
丘
、
同
・
東
門
之
枌
由
由
潦
擔
（
注
三
二
）
の
「
宛
丘
」
と
同
樣
に
降
神
儀
禮
を
行
う
神
な
場
で
あ
ろ
う
。
○
「
、
和
名
ク
ズ
（
江
村
如
圭
。
○
「
」
は
、
聞
一
多
が
「
讀
爲
。
擔
梗
垳
掵
」
）
燹
（
注
三
三
）
覃
傳
、
覃
、
也
。
覃
與
、
與
、
皆
聲
義
、
是
亦
可
。
、
也
（
詩
經
義
乙
）
と
言
う
如
く
、
の
假
借
字
で
、
垳
掵
掵
泙
泙
澂
澂
燹
燹
謎
羝
艷
艷
艷
」
「
」
つ
る
の
。
○
「
」
は
、
聞
一
多
が
「
南
山
傳
、
、
高
峻
貌
。
…
…
峻
陽
入
對
轉
、
故
山
之
高
謂
之
峻
、
亦
謂
之
。
木
之
高
謂
之
潦
抉
抉
抉
抉
抉
由
峻
、
亦
謂
之
。
高
長
義
。
詩
旄
丘
之
兮
、
讀
爲
、
言
何
之
長
也
（
揭
書
）
と
言
い
、
袁
が
「
、
高
峻
貌
。
峻
、
一
聲
抉
抉
抉
羝
垳
泙
泙
燹
憑
」
電
怦
之
轉
。
山
岳
、
木
之
高
。
皆
稱
峻
、
。
高
與
長
義
、
因
而
峻
、
訓
長
」
と
言
う
如
く
、
ク
ズ
の
つ
る
の
長
い
樣
を
容
す
る
語
。
由
隅
抉
抉
艷
忸
牴
○
「
叔
兮
伯
兮
」
は
、
風
・
兮
で
余
冠
が
「
女
子
呼
人
爲
伯
或
叔
或
叔
伯
。
叔
兮
伯
兮
語
氣
對
兩
人
、
實
際
是
對
一
人
說
話
」
と
演
滓
昧
擔
衙
庖
言
う
如
く
、
少
女
が
す
る
一
人
の
男
性
（
靈
）
を
指
す
。
○
「
何
其
處
也
」
の
「
處
」
は
、
白
川
靜
が
「
儀
禮
と
し
て
の
場
に
處
る
の
が
衙
督
館
本
義
」
と
言
う
。
他
の
祭
禮
の
場
に
い
る
こ
と
を
指
す
。
○
「
必
有
與
也
」
の
「
與
」
は
、
召
南
・
江
有
汜
の
「
不
我
以
「
不
我
與
」
に
就
い
擔
」
（
注
三
四
）
、
「
、
、
。
、
、
、
。
」
、
、
。
て
余
培
林
が
與
集
傳
以
也
按
與
偕
也
也
共
也
不
我
與
與
上
不
我
以
同
義
と
言
う
如
く
と
も
に
一
に
の
憑
伴
瀛
潦
跳
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一六七
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「
」
「
」
、
「
、
、
。
、
、
。
、
、
。
○
必
有
以
也
の
以
は
王
引
之
が
廣
曰
以
與
也
…
…
詩
江
有
汜
不
我
以
不
我
與
旄
邱
曰
何
其
處
也
必
有
與
也
変
何
其
久
也
、
必
有
以
也
。
傳
曰
、
必
以
有
功
德
。
失
之
。
以
、
亦
與
也
、
古
人
自
有
複
語
耳
（
經
傳
釋
詞
）
と
言
う
如
く
、
上
句
の
「
與
」
と
」
『
』
同
義
で
、
と
も
に
の
。
○
「
裘
」
は
、
少
女
が
着
る
赤
い
祭
。
キ
ツ
ネ
の
毛
皮
コ
ー
ト
。
○
「
戎
」
は
、
召
南
・
何
彼
襛
矣
の
毛
傳
潦
崕
燮
宦
擔
に
「
襛
、
戎
戎
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
丁
惟
汾
が
「
按
、
戎
戎
爲
戎
之
轉
。
威
貌
」
と
言
い
、
馬
瑞
辰
が
「
戎
戎
卽
盛
貌
也
。
韓
詩
憑
宦
勁
薑
蟾
作
、
戎
卽
字
之
省
。
戎
、
左
傳
、
裘
尨
卽
詩
裘
戎
可
證
。
說
無
字
、
惟
曰
、
皃
。
戎
戎
卽
也
」
と
言
鳴
鳴
躍
躍
宦
鳴
躍
由
躍
躍
躍
躍
樸
澪
艷
崕
崕
い
、
ま
た
本
詩
に
い
て
雒
江
生
が
「
今
按
、
戎
、
毛
好
貌
」
と
言
う
如
く
、
の
假
借
字
で
裘
の
毛
な
み
が
も
ふ
も
ふ
で
美
し
琵
宦
躍
躍
躍
躍
憑
崕
。
「
」
「
」
、
「
、
、
。
、
、
。
」
い
樣
を
容
す
る
語
○
匪
車
不
東
の
匪
は
馬
瑞
辰
が
按
匪
彼
古
用
廣
匪
彼
也
匪
車
不
東
卽
匪
彼
車
不
東
牴
樸
艷
変
と
言
う
如
く
、
彼
の
「
彼
車
不
東
」
と
は
、
袁
が
「
他
不
用
車
子
到
東
邊
來
接
我
（
娶
我
」
と
言
う
に
據
り
、
私
を
嫁
に
え
る
爲
に
東
や
潦
。
）
怦
羇
っ
て
來
な
い
。
○
「
瑣
兮
尾
兮
」
は
、
毛
傳
に
「
瑣
尾
、
少
好
之
貌
」
と
あ
り
、
陳
奐
が
「
傳
以
少
好
詁
瑣
尾
、
甫
田
、
候
人
以
少
好
詁
婉
潦
憑
孌
。
婉
、
孌
疊
、
瑣
、
尾
雙
聲
、
皆
合
二
字
成
義
。
韓
詩
、
防
有
鵲
巢
云
、
娓
、
美
也
。
尾
卽
娓
之
古
假
借
字
」
と
言
う
如
く
、
雙
聲
箪
苣
澪
澪
言
の
語
で
く
美
し
い
樣
を
容
す
る
語
。
○
「
流
離
」
は
、
王
國
が
「
流
離
爲
寶
玉
名
、
、
西
域
傳
、
罽
賓
國
出
珠
璣
、
瑚
、
苣
執
幌
牴
樸
尹
電
繍
魄
、
璧
流
離
、
光
潤
逾
衆
玉
。
羽
獵
賦
曰
、
推
夜
光
之
流
離
。
五
臣
注
曰
、
流
離
、
玉
也
。
左
太
冲
吳
都
賦
曰
、
流
離
與
珂
瑊
。
五
臣
邪
琵
澪
蠏
、
、
。
、
、
。
、
。
、
注
曰
流
離
寶
也
此
言
流
離
本
用
瑠
璃
亦
借
用
流
離
耳
以
流
離
本
字
之
義
言
之
則
流
徒
離
散
而
不
能
安
居
也
澪
橢
蠏
幌
隅
電
繍
貨
志
曰
、
百
姓
流
離
、
予
甚
悼
之
。
禮
樂
郊
祀
歌
曰
、
辟
流
離
、
抑
不
。
此
是
矣
（
學
林
』
卷
五
）
と
言
う
如
く
、
瑠
璃
の
假
借
字
で
抂
樸
呑
浚
」『
寶
玉
、
ラ
ピ
ス
・
ラ
ズ
リ
を
指
す
。
袁
も
略
同
じ
。
○
「
之
子
」
は
、
袁
が
「
是
子
。
人
。
那
人
。
稱
男
女
均
可
」
と
、
男
女
の
ど
ち
ら
怦
怦
艫
か
を
確
定
し
て
い
な
い
が
、
兪
樾
が
「
流
離
之
子
、
詩
人
以
自
喩
（
羣
經
議
）
と
言
う
如
く
、
詩
人
自
ら
を
指
す
。
○
「
褎
如
」
の
「
如
」
」
『
』
徘
は
、
陳
奐
が
「
褎
如
、
卽
褎
然
、
是
以
然
釋
如
也
」
と
言
う
如
く
、
褎
然
、
褎
褎
に
同
じ
で
、
胡
承
珙
が
「
書
叙
傳
云
、
樂
安
褎
褎
、
古
之
繍
樸
學
。
顏
注
亦
云
、
褎
褎
、
盛
貌
。
褎
本
衣
袂
之
名
、
从
衣
、
从
、
引
申
之
爲
盛
」
と
言
う
如
く
、
本
來
は
袖
の
こ
と
で
、
引
伸
義
で
美
澪
帚
敏
禮
し
く
着
る
樣
を
言
う
の
で
あ
り
、
こ
こ
は
余
培
林
が
「
褎
如
、
盛
貌
、
容
充
耳
之
美
」
と
言
う
如
く
、
充
耳
の
美
し
さ
を
容
す
る
語
。
○
禮
牴
牴
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
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充
耳
は
高
田
眞
治
が
充
耳
は
衞
風
淇
奧
に
充
耳
琇
瑩
と
あ
り
毛
傳
に
充
耳
は
こ
れ
を
瑱
と
謂
ふ
と
あ
り
集
傳
に
は
充
「
」
、
「
、
、
、
『
』
、
『
擔
て
ん
耳
は
瑱
な
り
』
と
あ
る
。
瑱
と
は
、
鄘
風
・
君
子
偕
老
に
、
玉
之
瑱
也
と
あ
り
、
毛
傳
・
集
傳
に
『
瑱
は
塞
耳
な
り
』
と
あ
り
、
耳
を
う
玉
擔
拔
よ
う
ふ
う
お
お
で
作
っ
た
耳
り
で
あ
る
。
玉
之
瑱
也
の
耳
り
は
、
美
女
の
耳
り
で
あ
る
が
、
淇
奧
の
充
耳
は
『
匪
た
る
有
る
の
君
子
は
、
充
耳
琇
瑩
』
禮
禮
禮
擔
、
と
あ
る
よ
う
に
、
君
子
の
耳
り
で
あ
る
」
と
言
う
。
本
來
は
、
美
女
の
耳
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
君
子
（
靈
）
の
耳
り
を
指
す
。
禮
禮
禮
督
（
注
三
五
）
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
訓
讀
す
る
と
第
一
旄
丘
の
、
何
ぞ
の
た
る
。
叔
や
伯
や
、
何
ぞ
多
日
な
る
や
。
瀛
燹
垳
抉
つ
る
第
二
何
か
其
れ
處
れ
る
や
、
必
ず
與
に
有
ら
ん
。
何
か
其
れ
久
し
き
や
、
必
ず
以
に
有
ら
ん
。
瀛
を
と
も
と
も
第
三
裘
戎
た
り
、
匪
の
車
東
せ
ず
。
叔
や
伯
や
、
與
に
同
じ
う
す
る
靡
し
。
瀛
崕
宦
館
も
う
じ
ゆ
う
か
第
四
瑣
た
り
尾
た
り
、
流
離
の
之
の
子
。
叔
や
伯
や
、
褎
如
た
る
充
耳
。
瀛
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
日
本
語
譯
す
る
と
第
一
木
の
生
い
る
丘
の
ク
ズ
は
、
何
と
そ
の
の
長
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
（
靈
）
樣
は
、
い
つ
ま
で
も
（
私
の
も
と
瀛
由
漫
悴
督
に
）
來
て
く
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。
第
二
ど
こ
か
他
の
祭
場
に
來
臨
さ
れ
た
（
あ
な
た
樣
は
、
き
っ
と
お
そ
ば
に
他
の
女
性
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
。
い
つ
ま
で
瀛
）
（
私
を
）
待
た
せ
る
の
で
し
ょ
う
、
き
っ
と
お
そ
ば
に
他
の
女
性
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
。
第
三
（
少
女
は
）
毛
な
み
の
美
し
い
の
コ
ー
ト
を
着
て
い
ま
す
（
そ
れ
な
の
に
）
あ
の
御
車
は
私
の
と
こ
ろ
に
は
來
て
く
れ
ま
せ
瀛
崕
、
ん
（
嫁
に
も
ら
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
（
靈
）
樣
は
、
私
と
（
祭
場
で
）
一
に
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
）
督
跳
第
四
（
祭
場
で
舞
う
は
）
く
美
し
い
ラ
ピ
ス
・
ラ
ズ
リ
の
よ
う
な
少
女
。
そ
の
相
手
の
あ
な
た
（
靈
）
樣
は
、
煌
び
や
か
な
瀛
欣
幌
督
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
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耳
り
を
つ
け
て
。
禮
と
な
る
。
詩
は
毛
序
に
「
旄
丘
、
責
衞
伯
也
。
狄
人
黎
侯
、
黎
侯
寓
于
衞
。
衞
不
能
脩
方
伯
之
。
黎
之
臣
子
以
責
衞
也
」
と
あ
り
、
集
潦
灑
聽
苣
担
柬
琵
抉
抉
傳
も
「
說
、
黎
之
臣
子
自
言
、
久
寓
衞
、
時
物
變
矣
。
故
登
旄
丘
之
上
、
見
其
長
大
而
疎
闊
。
因
託
以
興
曰
、
旄
丘
之
、
何
其
搭
垳
垳
琵
祓
之
闊
也
。
衞
之
臣
、
何
其
多
日
而
不
見
救
也
。
此
詩
本
責
衞
君
」
と
、
衞
に
れ
た
黎
侯
が
冷
さ
れ
て
い
る
の
を
そ
の
臣
下
が
い
た
詩
と
跳
膩
蓚
淬
す
る
。
第
四
に
就
い
て
赤
塚
忠
が
舞
は
詩
の
構
成
に
も
影
し
て
い
る
が
そ
の
顯
な
例
と
し
て
は
邶
風
の
匏
有
の
末
碩
旄
丘
瀛
瀛
、
「
、
、
、
暎
址
奔
囎
擔
ほ
う
ゆ
う
く
よ
う
せ
き
じ
ん
ぼ
う
き
ゆ
う
の
末
、
衞
風
碩
人
の
末
等
の
ご
と
き
は
單
に
歌
詠
の
か
ら
來
た
の
で
は
な
く
舞
の
狀
に
對
す
る
興
味
を
含
ん
で
い
る
と
見
な
け
れ
ば
擔
擔
瀛
瀛
潦
せ
き
じ
ん
な
ら
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
「
瑣
兮
尾
兮
、
流
離
之
子
（
瑣
た
り
尾
た
り
、
流
離
の
之
の
子
」
と
「
叔
兮
伯
兮
、
褎
如
充
耳
（
叔
や
伯
や
、
褎
如
。
）
（
注
三
六
）
た
る
充
耳
」
が
對
で
あ
り
、
男
女
の
巫
舞
を
表
現
し
た
呪
詞
で
あ
る
「
叔
伯
」
が
靈
に
扮
し
た
少
年
で
あ
る
の
で
、
裘
を
は
お
る
「
之
子
」
）
。
督
崕
は
、
靈
の
來
臨
を
願
う
少
女
の
巫
女
で
あ
る
。
從
っ
て
、
詩
は
歌
垣
の
場
で
少
年
と
少
女
が
靈
の
來
臨
を
願
い
巫
舞
す
る
詩
で
あ
る
。
こ
督
督
潦
こ
で
「
裘
」
の
體
な
色
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
女
の
巫
女
が
着
用
す
る
こ
と
か
ら
、
赤
色
で
あ
る
。
崕
於
汞
い
で
、
小
・
魚
之
什
・
都
人
士
（
二
二
五
）
を
考
察
す
る
。
筱
変
渝
擔
第
一
彼
都
人
士
、
裘
黃
黃
。
其
容
不
改
、
出
言
有
。
行
歸
于
、
民
。
瀛
瀛
崕
嶼
單
館
咒
○
○
○
第
二
彼
都
人
士
、
臺
笠
緇
撮
。
彼
君
子
女
、
綢
直
如
髮
。
我
不
見
兮
、
我
心
不
說
。
瀛
△
△
△
第
三
彼
都
人
士
、
充
耳
琇
實
。
彼
君
子
女
、
謂
之
尹
吉
。
我
不
見
兮
、
我
心
結
。
瀛
膨
□
□
□
第
四
彼
都
人
士
、
垂
帶
而
。
彼
君
子
女
、
卷
髮
如
。
我
不
見
兮
、
言
從
之
。
瀛
卅
貶
裃
△
△
△
第
五
匪
伊
垂
之
、
帶
則
有
餘
。
匪
伊
卷
之
、
髮
則
有
旟
。
我
不
見
兮
、
云
何
盱
矣
。
瀛
◎
◎
◎
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一七〇
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（
押
○
＝
陽
部
△
＝
部
□
＝
質
部
◎
＝
魚
部
）
箪
卻
憑
以
下
に
語
釋
を
施
す
。
○
「
都
人
」
は
、
馬
瑞
辰
が
「
風
洵
美
且
都
、
不
見
子
都
、
都
皆
訓
美
。
美
色
謂
之
都
、
美
德
亦
謂
之
都
、
都
人
演
」
、
。
、
、
「
」
「
。
言
美
人
也
と
言
う
如
く
美
人
の
ま
た
都
を
美
と
す
る
本
字
は
風
・
有
女
同
車
洵
美
且
都
に
陳
奐
が
都
乃
之
假
借
字
潦
演
擔
寛
說
奢
部
、
、
富
皃
。
从
奢
單
、
、
合
二
字
會
。
奢
、
張
也
。
單
、
大
也
。
富
、
言
容
貌
之
美
大
也
」
と
言
う
如
く
、
が
本
澪
潦
寛
寛
寛
寛
寛
寛
寛
字
で
あ
る
。
○
「
士
」
は
、
說
で
は
實
字
と
し
て
い
男
性
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
洪
東
流
が
「
士
、
顯
不
是
實
詞
男
子
、
而
是
虛
詞
、
艷
艫
幌
包
相
當
于
虛
詞
斯
。
在
詩
經
中
、
人
與
士
用
組
合
爲
人
士
、
見
于
都
人
士
一
詩
、
可
說
是
絕
無
有
、
其
他
各
詩
沒
有
一
語
詞
。
而
人
與
斯
苣
艫
皿
皿
則
常
用
。
如
豳
風
、
破
、
哀
我
人
斯
、
亦
孔
之
將
、
哀
我
人
斯
、
亦
孔
之
嘉
。
小
、
何
人
斯
、
彼
何
人
斯
、
其
心
孔
艱
。
頌
、
淸
、
苣
窄
変
嶼
暝
、
。
、
、
、
、
。
。
不
顯
不
承
無
射
于
人
斯
等
等
斯
爲
虛
詞
作
爲
語
助
人
皆
知
之
不
會
對
之
誤
解
在
詩
經
中
有
些
詩
虛
詞
語
助
常
用
同
聲
借
艫
艷
汞
鄘
風
、
柏
舟
、
母
也
天
只
、
不
諒
人
只
。
齊
風
、
南
山
、
旣
曰
歸
止
、
何
懷
止
。
兩
詩
中
只
、
止
其
實
都
是
一
個
思
、
都
是
虛
詞
語
助
。
樸
汞
潦
以
會
產
生
只
、
止
差
、
可
以
理
解
爲
同
聲
借
、
也
可
能
是
歷
代
傳
抄
刻
印
中
一
人
讀
一
人
冩
、
產
生
同
聲
之
誤
。
都
人
士
士
與
何
人
館
汞
汞
聒
艷
祓
斯
斯
、
與
只
、
止
似
。
士
、
可
以
看
作
爲
斯
借
、
爲
語
助
。
因
士
在
常
況
下
爲
實
詞
、
借
實
詞
作
爲
虛
詞
用
、
容
易
引
汞
汞
柮
電
肓
艷
艷
浚
菷
人
們
誤
會
就
是
成
千
百
年
來
注
家
學
們
對
都
人
士
誤
解
曲
解
直
接
原
因
詩
經
疑
解
と
言
う
如
く
斯
と
同
じ
語
末
の
助
字
汞
汞
。
、
」（『
』）
、
艫
芟
隅
盟
轣
（
注
三
七
）
で
訓
讀
で
は
特
に
讀
ま
な
い
。
○
「
裘
」
は
、
の
毛
皮
で
作
ら
れ
た
コ
ー
ト
。
○
「
黃
黃
」
は
、
集
傳
に
「
黃
黃
、
裘
色
也
」
と
あ
り
、
崕
崕
崕
高
亨
が
「
黃
、
借
爲
煌
。
煌
煌
、
貌
」
と
、
煌
の
假
借
字
で
、
光
輝
く
樣
を
言
う
が
、
裘
の
色
の
光
輝
く
色
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
包
延
崕
體
な
色
は
加
常
賢
が
「
黃
』
字
の
『
廿
』
は
古
の
『
光
』
字
な
る
『
』
の
上
部
と
同
じ
で
、
火
の
省
で
あ
る
『
火
』
は
『
』
卽
於
汞
澪
泙
『
。
添
牴
更
ち
『
燎
』
字
の
省
で
、
こ
れ
ま
た
火
で
あ
る
。
…
…
『
黃
』
の
黃
色
の
は
、
火
矢
の
火
色
か
ら
來
て
い
る
と
思
う
」
と
言
う
に
據
り
、
裘
牴
潦
崕
り
よ
う
（
注
三
八
）
。
「
」
、
「
、
、
。
、
、
の
赤
々
と
光
輝
い
て
い
る
樣
を
容
す
る
語
で
あ
る
○
容
は
燕
が
容
郭
店
楚
香
皆
作
頌
頌
上
古
屬
見
紐
東
部
牴
簿
棯
棯
恒
薑
容
、
上
古
屬
定
紐
東
部
、
二
疊
相
（
詩
經
輯
考
）
と
言
う
如
く
、
楚
で
は
「
頌
」
に
作
り
『
釋
名
』
釋
言
語
「
頌
、
容
也
」
薑
澪
隅
箪
艷
」『
』
、
聒
棯
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
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「
、
、
」（『
』）
。
、
。
「
」
、
に
畢
沅
が
古
容
皃
之
容
亦
作
頌
後
人
乃
以
容
盛
之
容
爲
儀
容
不
能
變
矣
釋
名
疏
證
と
言
う
ふ
る
ま
い
の
○
改
は
欣
潦
風
・
緇
衣
の
毛
傳
に
「
改
、
也
」
と
あ
り
、
陳
奐
が
「
改
、
雙
聲
」
と
言
う
如
く
、
の
假
借
字
で
、
か
わ
る
。
○
「
」
は
、
小
演
擔
濘
濘
濘
潦
瀛
「
」
「
、
。
、
、
。
、
」（「
」）
変
綾
・
甫
田
之
什
・
裳
裳
の
維
其
有
矣
に
聞
一
多
が
案
讀
爲
說
彣
也
人
士
出
言
有
詩
經
義
乙
隅
勁
擔
瀛
潘
澪
潘
潘
瀛
艷
と
言
う
如
く
、
の
假
借
字
、
あ
や
が
あ
り
美
し
い
、
立
派
な
樣
。
○
「
行
歸
」
は
、
屈
里
が
「
行
、
歸
、
皆
謂
嫁
也
。
行
有
嫁
義
、
國
風
中
潘
單
」
。
、
「
」
。
「
」
、
「
、
」
。
「
」
數
見
と
言
う
二
字
と
も
嫁
ぐ
で
こ
こ
で
は
二
字
で
と
つ
―
グ
と
讀
む
○
于
は
箋
に
于
也
と
あ
る
○
潦
演
琵
嶼
は
、
集
傳
に
「
、
鎬
京
也
」
と
あ
り
、
ま
た
、
大
・
王
之
什
・
王
有
聲
（
二
四
四
）
で
は
、
豐
京
と
鎬
京
と
が
合
わ
せ
て
謠
わ
れ
て
嶼
変
澪
澪
擔
い
る
。
豐
京
は
、
の
地
で
あ
る
と
共
に
殷
の
年
祭
が
行
わ
れ
た
「
土
（
靈
臺
」
が
あ
る
地
で
も
あ
っ
た
。
す
る
と
こ
の
鎬
京
も
ま
た
祭
嶼
梗
梗
頭
）
（
注
三
九
）
祀
を
行
う
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
○
「
民
」
は
、
大
克
鼎
に
「
叀
（
惠
）
于
民
（
民
に
惠
す
、
秦
に
「
協
龢
民
（
民
を
梗
單
單
單
單
單
）」
橇
炬
）」
、
。
、
。
「
」
、
「
、
、
、
。
協
和
す
と
あ
る
よ
う
に
金
見
の
語
民
衆
多
く
の
人
々
の
○
臺
笠
は
屈
里
が
臺
卽
南
山
有
臺
之
臺
也
澪
潦
帰
單
亟
由
臺
笠
、
臺
製
之
笠
也
」
と
言
い
、
和
名
に
就
い
て
は
、
江
村
如
圭
が
「
都
人
士
ノ
、
臺
笠
緇
撮
ト
云
フ
臺
笠
ハ
、
ス
ゲ
ノ
カ
サ
ナ
リ
。
卽
チ
山
瀛
ヲ
以
テ
製
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
言
う
。
す
げ
が
さ
の
こ
と
。
、
小
・
南
有
嘉
魚
之
什
・
南
山
有
臺
で
は
「
南
山
有
臺
」
と
あ
り
、
靈
亟
茶
変
擔
督
の
來
臨
す
る
依
代
と
し
て
見
え
て
い
る
學
名
は
武
男
が
臺
は
に
も
つ
く
り
陸
疏
に
と
あ
り
科
の
と
言
。
「
、
『
』
（
）」
擔
榴
亟
由
亟
由
由
Carexdispalata
（
注
四
〇
）
（
注
四
一
）
。
「
」
「
」
、
「
、
」
、
「
、
」
、
、
う
○
緇
撮
の
緇
は
風
・
緇
衣
の
毛
傳
に
緇
黑
也
と
あ
り
丁
惟
汾
が
按
緇
黑
叠
と
言
う
如
く
黑
の
で
演
擔
箪
潦
「
撮
」
は
、
洪
東
流
が
「
撮
、
一
撮
、
一
簇
。
子
、
人
閒
世
、
會
撮
指
天
。
司
馬
彪
注
、
撮
、
髻
也
。
據
此
、
緇
撮
、
黑
髮
一
簇
、
如
辮
亊
汞
跳
子
、
留
之
。
頭
、
帽
、
露
出
一
簇
黑
髮
留
或
辮
髻
、
決
不
是
男
性
陽
剛
美
、
而
恰
恰
是
女
性
一
種
表
現
（
揭
書
）
と
言
う
如
恭
恭
浚
棺
由
艫
汞
」
電
く
、
緇
撮
と
は
、
黑
い
お
さ
げ
髮
の
こ
と
「
臺
笠
緇
撮
」
は
、
笠
か
ら
は
み
出
し
た
黑
い
お
さ
げ
髮
の
こ
と
で
、
女
性
ら
し
さ
、
女
性
の
美
し
さ
。
を
强
し
た
表
現
。
○
「
君
子
女
」
は
「
君
子
の
女
」
と
讀
み
、
靈
の
尸
で
あ
る
少
女
の
「
君
子
」
は
靈
神
で
あ
り
『
詩
經
』
で
は
男
神
瀧
、
。
督
督
潦
（
注
四
二
）
で
あ
る
か
ら
「
女
」
を
加
え
て
女
性
神
で
あ
る
こ
と
を
强
し
た
表
現
で
あ
る
。
都
人
を
指
す
。
○
「
綢
直
如
髮
」
は
、
于
鬯
が
「
鬯
案
、
綢
直
燿
二
字
雙
聲
、
古
語
容
之
辭
。
如
字
當
屬
綢
直
爲
義
、
不
屬
髮
字
爲
義
。
綢
直
如
三
字
、
論
語
、
黨
言
踧
踖
如
、
與
與
如
也
。
綢
帚
牴
苣
澪
憑
飲
擔
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
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直
如
、
其
髮
也
。
則
綢
直
卽
容
美
之
貌
也
。
綢
繆
叠
、
疑
綢
直
綢
繆
也
」
と
言
う
如
く
、
綢
直
如
の
三
字
は
、
髮
の
美
し
さ
を
容
す
隅
牴
牴
箪
憑
る
語
で
あ
り
、
綢
繆
と
同
義
で
美
し
く
纏
め
あ
げ
ら
れ
た
樣
。
、
劉
興
は
「
如
」
を
の
假
借
字
と
見
て
、
髮
の
柔
ら
か
い
と
す
る
の
も
茶
蓿
薮
潦
ず
。
○
「
我
」
は
、
女
神
を
い
求
め
る
少
年
の
巫
を
指
す
。
○
「
說
」
は
、
高
亨
が
「
說
、
借
悅
」
と
言
う
如
く
、
悅
の
假
借
字
で
、
艷
膊
艷
凸
よ
ろ
こ
ぶ
。
○
「
充
耳
」
は
、
美
女
の
耳
り
。
邶
風
・
旄
丘
の
語
釋
を
參
照
。
○
「
琇
實
」
は
、
毛
傳
に
「
琇
、
美
石
也
」
と
あ
り
、
馬
潦
禮
擔
瑞
辰
が
「
瑞
辰
按
、
孟
子
、
充
實
之
謂
美
。
是
實
有
美
義
、
充
耳
琇
實
」
と
言
う
如
く
、
美
女
の
耳
り
が
美
玉
で
で
き
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
禮
○
「
尹
吉
」
は
、
尹
は
姓
氏
で
あ
り
、
殷
代
の
巫
先
で
あ
っ
た
尹
族
の
系
統
を
繼
ぐ
一
族
で
あ
ろ
う
。
吉
は
箋
に
「
吉
讀
爲
姞
、
尹
氏
姞
氏
、
演
（
注
四
三
）
室
昬
姻
之
姓
也
」
と
す
る
如
く
、
姞
の
假
借
字
で
「
尹
姞
」
の
名
は
金
に
尹
姞
鼎
と
名
と
し
て
見
え
、
そ
の
銘
に
は
「
穆
乍
尹
姞
嶼
默
搭
、
澪
澪
橇
宗
室
于
□
林
（
穆
、
姞
宗
の
宗
室
を
□
林
に
作
る
」
と
あ
る
の
で
、
一
族
の
宗
を
守
る
特
殊
な
地
位
の
人
物
で
あ
る
。
こ
の
他
「
姞
」
を
附
橇
）
暝
慘
梗
す
人
名
は
、
王
姞
・
外
姞
・
叔
姞
・
姞
等
が
金
に
散
見
す
る
が
、
そ
の
出
自
は
不
で
あ
る
。
す
る
に
「
尹
姞
」
と
は
「
尹
」
と
い
う
澪
包
穀
、
、
。
「
」
、
「
、
、
、
。
灑
澪
薑
の
一
族
に
嫁
し
た
姞
姓
の
夫
人
で
宗
を
守
す
る
巫
で
あ
ろ
う
○
結
は
陳
奐
が
依
釋
正
義
皆
作
徐
鬱
暝
芭
凸
膨
膨
儺
。
、
。
」
、
「
」
、
「
、
。
、
正
同
素
冠
云
我
心
結
兮
結
卽
結
也
と
檜
風
・
素
冠
の
結
に
同
じ
で
桂
馥
が
檜
風
我
心
結
小
卻
儺
霸
膨
霸
霸
澆
薑
擔
変
薑
樢
橇
橇
我
心
結
。
皆
謂
鬱
結
也
。
集
、
、
鬱
、
心
鬱
積
也
。
南
風
歌
、
可
以
解
吾
民
之
兮
。
記
倉
傳
、
宛
篤
不
發
。
子
哀
儺
唯
箪
諫
葷
諫
意
館
、
富
有
天
下
而
無
怨
財
。
注
云
、
怨
讀
爲
（
札
樸
』
結
條
）
と
言
う
如
く
、
氣
が
ふ
さ
ぐ
、
心
が
鬱
結
す
る
。
○
「
而
」
は
、
齊
詩
は
擔
霸
澆
」『
潦
「
如
」
に
作
り
、
魯
詩
は
「
」
に
作
る
。
箋
に
「
而
亦
如
也
」
と
あ
り
、
馬
瑞
辰
が
「
則
注
引
詩
垂
帶
如
、
淮
南
子
氾
論
高
注
引
幌
演
演
触
卅
擔
詩
垂
帶
、
而
、
如
、
古
聲
用
」
と
言
う
如
く
、
如
、
に
同
じ
。
○
「
「
」
は
『
子
』
天
「
其
知
之
尾
」
の
幌
幌
幌
貶
亊
輳
貶
卅
卅
羝
艷
蓿
」
、
擔
迢
琵
『
釋
』
に
「
、
本
亦
作
」
と
あ
り
「
」
は
、
鍾
麐
が
「
卷
髮
如
、
小
、
都
人
士
。
說
、
虫
部
、
、
蟲
也
、
。
或
作
澪
澪
澪
歟
輳
貶
卅
、
瘢
瘢
変
庖
牴
貶
輳
亊
矮
瘢
。
」（『
』）
、
「
、
。
。
」（『
隷
變
作
易
書
詩
禮
四
經
正
字
考
と
言
い
馬
敍
倫
が
倫
按
…
…
字
說
不
收
當
從
一
本
作
疊
緜
詞
也
澪
卅
卅
箪
苣
』
）
、「
」
。「
」
、
「
」
、「
」
子
義
證
第
十
四
と
言
う
如
く
は
疊
緜
字
に
就
い
て
江
村
如
圭
が
和
名
サ
ソ
リ
と
言
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
卅
卅
貶
貶
箪
苣
「
」
、
。
「
」
、
「
、
。
」（『
』）
、「
」
、
貶
は
と
も
に
サ
ソ
リ
の
こ
と
○
言
は
王
引
之
が
言
云
也
語
詞
也
經
傳
釋
詞
と
言
う
如
く
こ
こ
―
ニ
と
讀
む
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一七三
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味
の
無
い
助
字
。
○
「
之
」
は
、
王
引
之
が
「
之
、
語
助
也
（
揭
書
）
と
言
い
、
楊
樹
が
「
之
、
句
中
助
詞
、
無
義
（
詞
）
と
言
う
潦
」
」『
』
電
蕁
旋
如
く
「
こ
こ
ー
ニ
」
と
讀
む
、
句
中
の
味
の
無
い
助
字
。
○
「
」
は
、
毛
傳
に
「
、
行
也
」
と
あ
り
、
林
義
光
が
「
言
從
之
、
素
冠
、
潦
裃
裃
裃
憑
言
與
子
同
歸
也
」
と
言
う
如
く
、
あ
な
た
と
も
に
嫁
ぎ
い
き
た
い
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
相
手
が
女
神
な
の
で
、
あ
な
た
樣
と
添
い
げ
た
潦
蒹
い
度
の
。
○
「
匪
」
は
、
王
引
之
が
「
廣
曰
、
匪
、
彼
也
。
…
…
都
人
士
曰
、
匪
伊
垂
之
、
帶
則
有
餘
。
匪
伊
卷
之
、
髮
則
有
旟
。
言
彼
簿
潦
変
帶
之
垂
則
有
餘
、
彼
髮
之
卷
則
有
旟
。
上
言
彼
都
人
士
、
垂
帶
而
。
彼
君
子
女
、
卷
髮
如
也
（
揭
書
）
と
言
う
如
く
「
彼
都
人
士
」
憑
澪
卅
電
貶
」
、
の
彼
に
同
じ
○
伊
は
秦
風
・
の
伊
人
と
同
樣
に
尹
の
假
借
字
で
水
神
の
尸
た
る
少
女
の
巫
上
句
の
都
人
君
「
」
。
「
」
、
「
」
、
。
「
」「
崚
壞
擔
凸
（
注
四
四
）
子
女
「
尹
吉
」
に
同
じ
。
○
「
有
餘
」
は
、
俊
等
が
「
有
餘
、
卽
餘
餘
、
冠
帶
悠
然
下
垂
貌
」
と
言
う
如
く
「
有
」
は
容
詞
を
作
る
助
字
」
、
簿
昧
牴
で
下
句
「
有
旟
」
の
有
も
同
じ
「
有
餘
」
は
「
餘
餘
」
と
同
義
で
、
帶
が
ゆ
っ
た
り
と
垂
れ
下
が
る
樣
を
容
す
る
語
。
○
「
有
旟
」
は
、
毛
傳
。
牴
に
「
旟
、
揚
也
」
と
あ
り
、
丁
惟
汾
が
「
按
旟
揚
雙
聲
。
爾
釋
言
、
揚
、
舉
也
。
上
云
、
卷
髮
如
。
箋
云
、
尾
末
揵
然
似
人
髮
末
、
変
瀛
貶
貶
姑
曲
上
卷
然
、
旟
爲
揚
舉
。
卽
謂
曲
上
上
卷
然
如
尾
末
」
と
言
う
如
く
、
揚
の
假
借
字
で
、
あ
が
る
で
、
女
性
の
髮
の
末
の
が
、
サ
ソ
リ
の
貶
潦
牴
。
「
」
、
「
、
、
。
、
、
」
尾
の
よ
う
に
卷
き
あ
が
る
樣
を
容
す
る
語
○
云
は
陳
奐
が
何
人
斯
傳
云
云
言
也
是
云
言
同
義
故
言
與
云
亦
皆
爲
語
詞
牴
と
言
う
如
く
「
こ
こ
―
ニ
」
と
讀
む
、
味
の
無
い
助
字
。
○
「
盱
」
は
、
林
義
光
が
「
盱
讀
爲
。
說
、
、
憂
也
。
云
何
矣
、
言
憂
、
潦
澪
站
站
站
憑
如
之
何
矣
。
見
卷
耳
」
と
言
う
如
く
、
の
假
借
字
で
、
憂
う
る
。
南
・
卷
耳
の
第
四
「
云
何
吁
矣
」
に
同
じ
。
擔
擔
站
潦
瀛
嶼
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
訓
讀
す
る
と
第
一
彼
の
都
人
、
裘
黃
黃
た
り
。
其
の
容
改
ら
ず
、
言
を
出
す
こ
と
有
り
。
に
行
歸
ぐ
は
、
民
の
む
。
瀛
瀛
崕
嶼
單
咒
館
か
た
ち
か
は
と
つ
第
二
彼
の
都
人
、
臺
笠
緇
撮
。
彼
の
君
子
の
女
、
綢
直
如
た
る
髮
。
我
見
は
ざ
れ
ば
、
我
が
心
說
ば
ず
。
瀛
だ
い
り
ふ
し
さ
つ
ち
う
ち
よ
く
あ
よ
ろ
こ
第
三
彼
の
都
人
、
充
耳
琇
實
。
彼
の
君
子
の
女
、
之
を
尹
吉
と
謂
ふ
。
我
見
は
ざ
れ
ば
、
我
心
結
。
瀛
膨
じ
う
じ
し
う
じ
つ
第
四
彼
の
都
人
、
垂
帶
の
而
し
。
彼
の
君
子
の
女
、
卷
髮
の
如
し
。
我
見
は
ざ
れ
ば
、
言
に
從
に
之
に
か
ん
。
瀛
卅
貶
裃
れ
い
た
い
こ
こ
こ
こ
ゆ
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一七四
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第
五
匪
の
伊
は
之
を
垂
ら
し
、
帶
則
ち
餘
た
る
有
り
。
匪
の
伊
之
を
卷
き
、
髮
則
ち
旟
た
る
有
り
。
我
見
は
ざ
れ
ば
、
云
に
何
ぞ
盱
瀛
い
ん
よ
こ
こ
う
れ
は
し
。
と
な
る
。
以
上
の
語
釋
を
踏
ま
え
て
日
本
語
譯
す
る
と
第
一
あ
の
美
女
（
女
神
）
は
（
彼
女
の
着
る
）
キ
ツ
ネ
の
コ
ー
ト
は
赤
々
と
光
輝
い
て
い
ま
す
（
水
神
が
來
臨
さ
れ
た
。
そ
の
お
瀛
、
）
は
變
わ
る
こ
と
な
く
、
話
す
言
は
艷
が
あ
り
美
し
い
。
の
地
に
嫁
い
で
行
く
の
は
、
民
衆
が
仰
ぎ
見
る
人
。
欣
囎
梗
嶼
第
二
あ
の
美
女
（
女
神
）
は
、
す
げ
笠
に
黑
い
お
さ
げ
髮
。
美
し
い
女
神
は
、
美
し
く
纏
め
あ
げ
ら
れ
た
髮
。
あ
な
た
樣
に
お
會
い
瀛
で
き
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
樣
を
想
う
私
の
心
は
結
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
第
三
あ
の
美
女
（
女
神
）
は
、
美
玉
の
耳
り
（
を
身
に
つ
け
て
美
し
い
。
美
し
い
女
神
は
、
尹
吉
（
水
神
の
尸
た
る
女
巫
）
で
あ
瀛
禮
）
り
ま
す
。
あ
な
た
樣
に
お
會
い
で
き
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
樣
を
想
う
私
の
心
は
結
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
第
四
あ
の
美
女
（
女
神
）
は
、
垂
ら
し
た
帶
は
サ
ソ
リ
の
尾
の
よ
う
で
す
。
美
し
い
女
神
は
、
卷
き
あ
げ
た
髮
は
サ
ソ
リ
の
尾
の
よ
瀛
う
で
す
。
あ
な
た
樣
に
お
會
い
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
で
こ
そ
（
あ
な
た
樣
と
）
添
い
げ
た
い
も
の
で
す
。
蒹
第
五
あ
の
美
女
（
女
神
）
の
垂
ら
し
た
帶
は
、
ゆ
っ
た
り
と
垂
れ
て
美
し
い
。
あ
の
美
女
（
女
神
）
の
卷
き
あ
げ
た
髮
は
、
サ
ソ
リ
瀛
の
尾
の
よ
う
に
卷
き
あ
が
り
美
し
い
。
あ
な
た
樣
に
お
會
い
で
き
な
け
れ
ば
、
さ
て
ど
う
し
ま
し
ょ
う
こ
の
心
の
憂
い
。
と
な
る
。
「
、
。
、
。
。
、
。
」
詩
は
毛
序
に
都
人
士
人
刺
衣
無
常
也
古
長
民
衣
不
貳
從
容
有
常
以
齊
其
民
則
民
德
歸
壹
傷
今
不
復
見
古
人
也
潦
嶼
燮
燮
隅
と
あ
り
、
こ
れ
を
け
て
集
傳
も
「
亂
離
之
後
、
人
不
復
見
昔
日
都
邑
之
盛
、
人
物
儀
容
之
美
、
而
作
此
詩
、
以
惜
之
也
」
と
あ
る
。
集
傳
の
噎
罧
說
は
毛
序
を
踏
襲
し
、
の
人
が
西
都
の
士
女
の
禮
容
閑
の
風
を
見
て
、
昔
日
を
思
い
、
今
の
亂
離
を
惜
す
る
も
の
と
す
る
。
嶼
淬
変
本
詩
を
解
す
る
上
で
重
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
都
人
「
裘
」
で
あ
る
「
都
人
」
は
說
で
は
「
都
人
士
」
と
「
士
」
を
實
字
と
し
て
男
性
穀
艷
、
」、
。
崕
『詩經』に于ける「
」 「
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、
「
」
「
」
、「
」
を
指
す
語
と
し
て
解
さ
れ
て
來
た
が
語
釋
で
觸
れ
た
如
く
士
は
助
字
で
あ
り
都
人
は
美
人
卽
ち
美
し
い
少
女
の
巫
で
あ
り
裘
凸
崕
燮
も
女
性
が
着
用
す
る
ア
カ
キ
ツ
ネ
の
コ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
「
裘
黃
黃
」
と
「
裘
」
が
赤
々
と
輝
い
て
い
る
樣
で
あ
る
が
、
祭
瀛
崕
崕
、
の
變
は
趙
容
俊
が
紡
、
。
、
、
、
琵
琵
館
燮
中
國
巫
傳
統
上
法
衣
與
神
帽
則
屬
巫
用
一
種
巫
在
降
神
靈
鎭
鬼
身
時
其
裝
則
謂
法
衣
或
神
衣
臆
樽
芭
隅
隅
於
汞
汞
俟
其
頭
帽
子
則
謂
神
帽
。
法
衣
與
神
帽
目
、
除
防
鬼
、
身
標
示
神
身
份
之
外
、
有
時
亦
有
扮
神
義
。
…
…
中
棺
琵
汞
汞
汞
灑
於
汞
潦
俟
址
芭
唹
國
古
代
、
爲
人
恐
而
到
震
懾
目
、
巫
經
常
用
扮
相
怪
與
塗
磷
發
光
方
法
。
代
甲
骨
有
于
其
字
、
如
甲
柮
汞
汞
汞
檍
澪
祓
蹌
蕁
蓿
穀
跳
隅
幌
牴
澪
汞
潦
澪
汞
骨
褮
（
）
字
、
其
義
爲
鬼
衣
、
則
作
衣
有
多
處
火
光
之
狀
、
燐
（
）
字
、
則
作
一
人
身
上
燐
光
點
閃
爍
之
狀
、
其
後
金
衰
燮
蕷
棺
琵
燐
（
）
字
、
添
加
兩
腳
以
示
跳
舞
動
作
、
魅
（
）
字
、
其
義
爲
老
、
則
作
面
鬼
身
上
、
有
閃
閃
碧
緣
燐
光
之
狀
、
汞
潦
於
汞
樸
衢
甞
古
人
心
目
中
、
無
疑
爲
魔
力
大
老
物
、
能
發
燐
光
、
且
此
種
閃
燐
光
、
易
聯
想
神
靈
。
卽
如
此
、
此
種
面
容
汞
濘
汞
汞
柮
皿
意
唹
甞
單
謹
琵
常
、
就
巫
本
身
而
言
、
其
目
不
在
假
裝
、
而
在
法
神
靈
降
臨
、
而
以
神
身
份
成
實
際
鬼
目
。
聒
汞
汞
柮
汞
汞
汞
燮
琵
琵
禮
隅
檣
意
臆
荵
蕁
舸
と
論
じ
て
い
る
の
が
參
考
と
な
る
。
す
る
に
巫
の
着
用
す
る
祭
が
光
輝
く
の
は
、
そ
の
巫
に
神
靈
が
憑
依
し
た
こ
と
を
表
す
兆
し
で
あ
穀
凸
凸
燮
（
注
四
五
）
る
「
裘
」
が
赤
く
輝
く
の
は
、
も
と
も
と
の
「
裘
」
が
女
性
の
着
用
す
る
ア
カ
キ
ツ
ネ
の
コ
ー
ト
で
あ
り
、
そ
こ
に
女
神
が
憑
依
し
た
こ
と
。
崕
崕
。
、
「
」
、「
」
、
、
を
示
す
の
で
あ
る
ま
た
第
三
第
四
に
彼
君
子
女
と
あ
る
の
は
君
子
が
常
靈
等
の
男
性
神
を
指
す
の
で
あ
り
本
詩
で
は
瀛
瀛
艷
督
、
「
」
。
、
、
女
性
神
を
强
す
る
表
現
で
あ
っ
て
南
山
の
雄
で
男
性
神
で
あ
る
こ
と
强
す
る
表
現
と
は
で
あ
る
從
っ
て
本
詩
の
詩
は
瀧
瀧
膸
擔
崕
潦
少
年
の
巫
が
女
神
の
來
臨
を
願
い
い
求
め
ん
と
す
る
詩
と
解
し
て
大
な
か
ろ
う
。
膊
蔬
（
六
）
中
國
古
代
に
け
る
「
「
裘
」
に
い
て
論
じ
た
「
」
は
從
來
不
・
の
獸
と
さ
れ
て
來
た
が
、
本
來
は
女
性
の
靈
魂
を
表
す
琵
崕
崕
崕
研
」
。
呑
貉
庖
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本
詩
を
解
す
る
上
で
重
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
都
人
「
裘
」
で
あ
る
「
都
人
」
は
說
で
は
「
都
人
士
」
と
「
士
」
を
實
字
と
し
て
男
性
穀
艷
、
」、
。
崕
、
「
」
「
」
、「
」
を
指
す
語
と
し
て
解
さ
れ
て
來
た
が
語
釋
で
觸
れ
た
如
く
士
は
助
字
で
あ
り
都
人
は
美
人
卽
ち
美
し
い
少
女
の
巫
で
あ
り
裘
凸
崕
燮
る
。
こ
の
第
一
の
「
裘
黃
」
と
「
裘
」
が
赤
々
と
輝
い
て
い
る
樣
で
あ
る
が
、
祭
瀛
崕
崕
、
。
、
、
、
琵
館
燮
巫
用
一
種
巫
在
降
神
靈
鎭
鬼
身
時
其
裝
則
謂
法
衣
或
神
衣
樽
芭
隅
隅
於
汞
汞
俟
帽
目
、
除
防
鬼
、
身
標
示
神
身
份
之
外
、
有
時
亦
有
扮
神
義
。
…
…
中
琵
汞
汞
灑
於
汞
潦
芭
唹
、
巫
經
常
用
扮
相
怪
與
塗
磷
發
光
方
法
。
代
甲
骨
有
于
其
字
、
如
甲
汞
汞
檍
澪
蓿
穀
跳
隅
幌
牴
澪
汞
作
衣
有
多
處
火
光
之
狀
、
燐
（
）
字
、
則
作
一
人
身
上
燐
光
點
閃
爍
之
狀
、
其
後
金
燮
蕷
棺
琵
、
魅
（
）
字
、
其
義
爲
老
、
則
作
面
鬼
身
上
、
有
閃
碧
緣
燐
光
之
狀
、
潦
於
汞
樸
衢
甞
物
、
能
發
燐
光
、
且
此
種
閃
燐
光
、
易
聯
想
神
靈
。
卽
如
此
、
此
種
面
容
汞
柮
意
唹
甞
單
謹
琵
不
在
假
裝
、
而
在
法
神
靈
降
臨
、
而
以
神
身
份
成
實
際
鬼
目
。
柮
汞
汞
汞
琵
琵
檣
意
臆
荵
蕁
舸
の
着
用
す
る
祭
が
光
輝
く
の
は
、
そ
の
巫
に
神
靈
が
憑
依
し
た
こ
と
を
表
す
兆
し
で
あ
凸
凸
燮
（
注
四
五
）
「
裘
」
が
女
性
の
着
用
す
る
ア
カ
キ
ツ
ネ
の
コ
ー
ト
で
あ
り
、
そ
こ
に
女
神
が
憑
依
し
た
こ
と
崕
。
、
「
」
、「
」
、
、
を
示
す
の
で
あ
る
ま
た
第
三
第
四
に
彼
君
子
女
と
あ
る
の
は
君
子
が
常
靈
等
の
男
性
神
を
指
す
の
で
あ
り
本
詩
で
は
瀛
瀛
艷
督
、
「
」
。
、
、
女
性
神
を
强
す
る
表
現
で
あ
っ
て
南
山
の
雄
で
男
性
神
で
あ
る
こ
と
强
す
る
表
現
と
は
で
あ
る
從
っ
て
本
詩
の
詩
は
瀧
瀧
膸
擔
崕
潦
少
年
の
巫
が
女
神
の
來
臨
を
願
い
い
求
め
ん
と
す
る
詩
と
解
し
て
大
な
か
ろ
う
。
膊
蔬
- 27 -
本
詩
を
解
す
る
上
で
重
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
都
人
「
裘
」
で
あ
る
「
都
人
」
は
說
で
は
「
都
人
士
」
と
「
士
」
を
實
字
と
し
て
穀
艷
、
」、
。
崕
、
「
」
「
」
、「
を
指
す
語
と
し
て
解
さ
れ
て
來
た
が
語
釋
で
觸
れ
た
如
く
士
は
助
字
で
あ
り
都
人
は
美
人
卽
ち
美
し
い
少
女
の
巫
で
あ
り
凸
崕
も
女
性
が
着
用
す
る
ア
カ
キ
ツ
ネ
の
コ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
「
裘
黃
黃
」
と
「
裘
」
が
赤
々
と
輝
い
て
い
る
樣
で
あ
る
が
、
瀛
崕
崕
、
の
變
は
趙
容
俊
が
紡
、
、
琵
琵
館
燮
中
國
巫
傳
統
上
法
衣
與
神
帽
則
屬
巫
用
一
種
時
其
裝
則
謂
法
衣
或
神
臆
隅
於
汞
汞
俟
其
頭
帽
子
則
謂
神
帽
。
法
衣
與
神
帽
目
、
除
防
、
有
時
亦
有
扮
神
義
。
…
棺
汞
汞
汞
於
汞
潦
俟
址
國
古
代
、
爲
人
恐
而
到
震
懾
目
、
巫
經
常
用
代
甲
骨
有
于
其
字
、
柮
汞
汞
檍
澪
祓
蹌
蕁
蓿
跳
隅
幌
牴
澪
汞
潦
骨
褮
（
）
字
、
其
義
爲
鬼
衣
、
則
作
衣
有
多
處
火
人
身
上
燐
光
點
閃
爍
之
狀
、
其
後
金
衰
燮
燐
（
）
字
、
添
加
兩
腳
以
示
跳
舞
動
作
、
魅
（
）
字
、
鬼
身
上
、
有
閃
碧
緣
燐
光
之
狀
汞
樸
衢
古
人
心
目
中
、
無
疑
爲
魔
力
大
老
物
、
能
發
燐
聯
想
神
靈
。
卽
如
此
、
此
種
汞
濘
汞
柮
皿
唹
甞
單
琵
常
、
就
巫
本
身
而
言
、
其
目
不
在
假
裝
、
而
以
神
身
份
成
實
際
鬼
目
聒
汞
汞
汞
汞
燮
琵
禮
隅
意
蕁
舸
と
論
じ
て
い
る
の
が
參
考
と
な
る
。
す
る
に
巫
の
着
用
す
る
祭
が
光
輝
く
の
は
、
そ
の
巫
に
神
靈
が
憑
依
し
た
こ
と
を
表
す
兆
し
穀
凸
凸
燮
（
注
四
五
）
る
「
裘
」
が
赤
く
輝
く
の
は
、
も
と
も
と
の
「
裘
」
が
女
性
の
着
用
す
る
ア
カ
キ
ツ
ネ
の
コ
ー
ト
で
あ
り
、
そ
こ
に
女
神
が
憑
依
し
た
。
崕
崕
。
、
「
」
、「
」
、
を
示
す
の
で
あ
る
ま
た
第
三
第
四
に
彼
君
子
女
と
あ
る
の
は
君
子
が
常
靈
等
の
男
性
神
を
指
す
の
で
あ
り
本
詩
で
瀛
瀛
艷
督
、
「
」
。
、
女
性
神
を
强
す
る
表
現
で
あ
っ
て
南
山
の
雄
で
男
性
神
で
あ
る
こ
と
强
す
る
表
現
と
は
で
あ
る
從
っ
て
本
詩
の
詩
瀧
瀧
膸
擔
崕
潦
少
年
の
巫
が
女
神
の
來
臨
を
願
い
い
求
め
ん
と
す
る
詩
と
解
し
て
大
な
か
ろ
う
。
膊
蔬
- 27 -
本
詩
を
解
す
る
上
で
重
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
都
人
「
裘
」
で
あ
る
「
都
人
」
は
說
で
は
「
都
人
士
」
と
「
士
」
を
實
字
と
し
て
男
性
穀
艷
、
」、
。
崕
、
「
」
「
」
、「
」
を
指
す
語
と
し
て
解
さ
れ
て
來
た
が
語
釋
で
觸
れ
た
如
く
士
は
助
字
で
あ
り
都
人
は
美
人
卽
ち
美
し
い
少
女
の
巫
で
あ
り
裘
凸
崕
も
女
性
が
着
用
す
る
ア
カ
キ
ツ
ネ
の
コ
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
「
黃
瀛
の
變
は
趙
容
俊
が
紡
、
。
琵
琵
中
國
巫
傳
統
上
法
衣
與
神
帽
則
屬
巫
用
一
種
臆
隅
於
汞
其
頭
帽
子
則
謂
神
帽
。
法
衣
與
神
帽
目
、
除
防
鬼
、
棺
汞
汞
汞
俟
址
國
古
代
、
爲
人
恐
而
到
震
柮
祓
蹌
蕁
澪
汞
潦
骨
褮
（
）
字
、
其
義
爲
鬼
衰
燐
（
）
字
、
添
加
兩
腳
以
示
跳
舞
古
人
心
目
中
、
無
疑
爲
魔
力
汞
濘
皿
常
、
就
巫
本
身
而
言
、
聒
汞
燮
禮
隅
と
論
じ
て
い
る
の
が
參
考
と
な
る
。
す
穀
（
注
四
五
）
る
「
裘
」
が
赤
く
輝
く
の
は
、
も
と
も
と
の
「
裘
」
が
女
性
の
着
。
崕
崕
。
、
「
」
を
示
す
の
で
あ
る
ま
た
第
三
第
四
に
彼
君
子
女
と
あ
る
の
瀛
瀛
、
「
」
女
性
神
を
强
す
る
表
現
で
あ
っ
て
南
山
の
雄
で
男
性
神
で
瀧
擔
崕
少
年
の
巫
が
女
神
の
來
臨
を
願
い
い
求
め
ん
と
す
る
詩
と
解
し
て
大
膊
蔬
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一七六
- 28 -
る
瑞
獸
で
あ
っ
た
『
詩
經
』
中
で
は
、
邶
風
・
北
風
の
「
赤
い
」
は
少
年
と
巫
舞
す
る
少
女
の
表
、
衞
風
・
有
で
は
、
裸
の
女
神
。
擔
擔
崕
崕
庖
信
（
水
神
、
小
・
魚
之
什
・
何
艸
不
黃
で
は
一
族
の
を
下
す
女
神
の
表
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
共
す
る
の
は
「
」
の
體
毛
が
赤
）
変
渝
擔
童
芭
庖
艷
崕
い
、
ア
カ
キ
ツ
ネ
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
齊
風
・
南
山
で
は
男
神
と
し
て
「
雄
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
と
し
て
「
雄
」
の
語
を
添
え
擔
崕
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
裘
」
に
い
て
も
同
樣
の
こ
と
が
言
え
、
邶
風
・
旄
丘
で
は
靈
を
求
め
る
少
女
が
着
用
し
、
檜
風
・
羔
裘
で
は
靈
を
え
る
少
崕
琵
擔
督
擔
督
羇
女
の
祭
、
小
・
魚
之
什
・
都
人
士
で
は
、
女
神
の
尸
と
な
る
少
女
が
着
用
す
る
祭
で
あ
っ
た
。
秦
風
・
南
で
は
靈
の
尸
た
る
燮
燮
変
渝
擔
絏
擔
督
少
年
が
着
用
し
、
そ
の
色
は
眞
白
で
あ
っ
た
。
豳
風
・
七
の
第
四
に
「
取
彼
狸
、
爲
子
裘
（
彼
の
狸
を
取
り
て
、
子
の
裘
を
爲
卻
擔
瀛
橇
橇
崕
崕
つ
く
ら
ん
」
と
あ
る
「
裘
」
も
「
子
（
靈
」
の
爲
に
制
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
眞
白
き
裘
で
あ
ろ
う
。
）
）
崕
崕
橇
督
（
注
四
六
）
「
「
裘
」
に
い
て
は
、
赤
が
女
性
、
白
が
男
性
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
色
の
神
秘
性
も
あ
ろ
う
が
「
」
と
は
身
の
體
毛
が
赤
い
ア
崕
崕
崕
」
、
琵
信
、「
」
「
」
。
、「
」
カ
キ
ツ
ネ
で
あ
り
白
卽
ち
の
腋
の
下
の
毛
の
絕
對
數
が
少
な
く
希
少
で
あ
っ
た
の
も
一
つ
の
因
で
あ
っ
た
ろ
う
加
え
て
崕
崕
崕
穀
は
古
來
よ
り
長
大
な
巢
を
掘
る
こ
と
か
ら
靈
魂
を
り
届
け
る
瑞
獸
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
「
裘
」
に
も
用
い
ら
れ
、
靈
焜
膣
崕
魂
乃
至
は
神
靈
の
表
と
さ
れ
る
に
到
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
代
以
降
『
瑞
應
圖
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
白
、
九
尾
の
、
白
九
庖
繍
崕
崕
崕
尾
等
の
傳
說
が
發
し
、
不
・
の
獸
と
さ
れ
、
或
い
は
我
が
國
の
稲
神
な
ど
多
樣
な
變
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
蕁
貉
呑
研
頼
舵
以
上
「
「
裘
」
の
持
つ
宗
義
を
ら
か
に
す
る
こ
と
に
據
っ
て
、
中
國
古
代
び
『
詩
經
』
に
け
る
原
義
な
の
一
面
を
、
」
崕
崕
辻
包
琵
汞
潦
汞
澪
唹
紡
探
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
注
（
）
、
「
、
（
、
）」
、「
」
、
「
、
、
。
注
一
大
・
之
什
・
韓
奕
の
第
六
に
獻
其
貔
皮
赤
黃
羆
其
の
貔
皮
を
獻
ず
赤
を
黃
羆
を
と
あ
り
貔
に
就
い
て
陳
奐
が
爾
白
其
子
豰
茶
変
変
敲
擔
瀛
婿
婿
崕
此
貔
爲
狸
、
而
陸
機
義
疏
、
似
、
一
名
白
。
是
以
爾
之
貔
謂
卽
詩
之
貔
矣
」
と
言
う
が
、
王
引
之
が
『
爾
』
釋
獸
「
貔
、
白
也
」
に
「
屬
謂
之
貔
、
白
亦
謂
之
浚
変
変
邪
崕
崕
崕
婿
肓
婿
頗
貔
、
二
同
名
而
實
（
經
義
聞
』
爾
下
）
と
言
い
、
段
玉
裁
も
『
說
「
貔
、
屬
」
に
注
し
て
「
爾
說
白
、
亦
貍
、
非
貔
也
。
而
皆
得
貔
名
、
俗
隅
堋
隅
聒
崕
」『
』
変
変
浚
澪
館
之
相
混
也
（
說
解
字
注
』
貔
字
條
）
と
言
う
如
く
、
貔
と
白
は
本
來
の
生
物
で
あ
り
『
爾
』
の
說
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
「
貔
」
は
、
キ
ツ
ネ
を
指
す
と
は
斷
」『
、
澪
崕
塚
変
定
で
き
な
い
の
で
「
」
の
數
に
は
含
め
な
い
。
、
崕
（
注
二
）
『
殷
虛
書
集
釋
』
卷
三
（
北
京
圖
書
出
二
〇
〇
〇
年
）
悔
電
莉
藤
籏
穣
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一七七
- 29 -
（
）
「
」「
」
、
『
』（
）
。
注
三
鷄
が
神
な
地
で
あ
る
こ
と
に
就
い
て
は
赤
塚
忠
中
國
古
代
の
宗
と
―
殷
王
の
祭
祀
一
九
九
〇
年
二
〇
九
～
二
二
五
頁
に
詳
論
が
あ
る
收
梗
辻
咆
澪
澪
紡
然
藤
（
注
四
）
檜
風
・
羔
裘
の
詳
し
い
解
釋
は
、
紙
數
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
た
。
擔
（
注
五
）
『
風
與
《
詩
經
》
考
（
何
國
學
經
典
考
叢
書
、
中
國
民
主
法
制
出
二
〇
〇
八
年
）
五
四
〇
頁
。
変
轣
轣
轣
』
穣
藤
（
注
六
）
家
井
眞
『
詩
經
』
の
原
義
究
（
出
二
〇
〇
四
年
）
三
七
五
頁
。
『
』
汞
澪
然
然
穣
（
注
七
）
「
中
國
古
代
信
仰
源
流
考
（
會
科
學
戰
線
』
吉
林
人
民
出
一
九
八
八
年
、
民
俗
學
第
一
收
）
二
二
四
頁
。
崕
」『
藤
藤
穣
咥
館
（
注
八
）
『
詩
經
釋
（
古
書
院
一
九
八
四
年
）
一
八
五
頁
。
ま
た
松
本
が
「
梁
を
渡
河
點
と
す
る
の
は
、
に
ひ
か
れ
た
解
釋
で
あ
つ
て
、
や
側
と
い
へ
ど
も
た
ん
に
川
の
信
卅
卅
』
苛
変
包
擔
ほ
と
り
と
い
ふ
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
…
…
朱
子
は
『
之
子
』
を
で
あ
る
と
み
る
が
、
そ
れ
は
と
も
み
ら
れ
る
ほ
ど
、
然
と
し
た
表
現
も
つ
か
ら
で
あ
る
（
詩
經
崕
崕
洲
」『
跳
の
成
立
に
關
す
る
究
（
東
洋
庫
昭
和
三
三
年
）
一
〇
〇
頁
）
と
言
う
如
く
「
」
は
「
之
子
」
を
指
し
た
表
現
で
あ
り
渡
河
の
儀
禮
で
あ
る
。
ま
た
、
渡
河
の
儀
禮
は
水
然
』
、
澪
崕
神
を
祀
る
儀
禮
で
あ
る
（
家
井
眞
「
渡
河
の
興
詞
（
注
六
）
揭
書
収
）
二
三
八
～
二
九
五
頁
）
こ
と
か
ら
「
「
之
子
」
は
水
神
の
表
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」（
」
電
館
崕
庖
（
注
九
）
「
尹
人
」
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「
詩
經
』
好
人
攷
（
二
松
學
舍
大
學
大
學
院
紀
二
松
』
第
二
七
集
成
二
五
年
收
）
を
參
照
。
『
」『
穀
徘
館
千
（
注
一
〇
）
禹
と
塗
山
の
話
は
『
楚
辭
』
天
問
『
呂
氏
春
秋
』
初
等
に
見
ら
れ
る
が
、
塗
山
の
女
が
白
で
あ
る
こ
と
は
觸
れ
て
お
ら
ず
『
吳
越
春
秋
』
と
く
同
じ
容
が
『
、
、
、
擔
擔
薑
崕
信
触
聚
』
卷
九
九
び
『
北
堂
書
鈔
』
卷
一
〇
六
引
『
呂
氏
春
秋
』
佚
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
澪
澪
浚
唹
（
注
一
一
）
『
楚
辭
究
（
赤
忠
作
集
第
六
卷
昭
和
六
一
年
）
二
四
七
頁
。
然
然
藤
』
襃
址
澪
（
注
一
二
）
『
中
國
古
代
話
（
中
國
學
究
雙
書
八
大
安
一
九
四
四
年
）
六
八
～
七
〇
頁
。
突
然
』
臆
（
注
一
三
）
「
碩
人
の
宗
性
格
と
衞
風
『
碩
人
』
の
解
釋
（
東
方
學
』
第
六
二
輯
昭
和
五
六
年
收
）
辻
館
汞
擔
」『
（
注
一
四
）
『
詩
經
』
興
詞
究
（
出
二
〇
一
二
年
）
三
一
二
頁
。
『
』
然
然
澪
穣
（
注
一
五
）
『
詩
經
・
Ⅰ
』
戀
詩
と
動
植
物
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
（
古
書
院
成
一
八
年
）
五
〇
頁
。
『
』
衙
徘
苛
（
注
一
六
）
「
殷
人
白
問
題
試
證
（
郭
旭
東
主
『
殷
論
集
』
中
國
會
科
學
出
二
〇
〇
八
年
收
）
二
四
六
～
二
五
二
頁
。
茶
」
莉
藤
藤
檍
澪
包
館
穣
（
注
一
七
）
「
白
馬
と
賓
客
―
有
客
・
白
駒
を
め
ぐ
っ
て
―
（
京
女
子
大
學
紀
』
第
一
七
號
一
九
五
八
年
收
）
五
〇
～
五
一
頁
。
」『
綾
穀
館
（
注
一
八
）
『
中
國
古
代
の
植
物
學
の
究
（
角
川
書
店
一
九
七
七
年
）
五
一
六
～
五
一
七
頁
。
然
』
（
注
一
九
）
家
井
「
君
子
に
就
い
て
（
注
六
）
揭
書
収
）
二
九
七
～
三
一
五
頁
。
」（
電
館
（
注
二
〇
）
風
・
有
女
同
車
の
詳
し
い
解
釋
は
、
拙
稿
「
詩
經
』
孟
姜
攷
（
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
第
五
七
號
成
二
六
年
收
）
を
參
照
。
演
擔
『
」『
徘
館
（
注
二
一
）
（
注
二
〇
）
揭
論
參
照
。
電
澪
（
注
二
二
）
『
詩
經
》
人
學
（
黃
山
書
二
〇
一
〇
年
）
一
四
七
頁
。
《
』
澪
紡
浚
藤
（
注
二
三
）
『
ポ
ケ
ッ
ト
論
語
（
角
川
庫
白
二
八
一
、
角
川
書
店
昭
和
六
〇
年
）
一
九
一
頁
。
そ
の
他
、
楚
の
「
紫
」
は
許
學
仁
が
「
信
陽
二
〇
六
號
云
『
紪
（
紫
）
（
緅
）
之
』
、
澪
棯
棯
（
』
紪
从
糸
此
聲
、
卽
紫
字
。
說
（
十
二
上
『
紫
、
帛
靑
赤
色
也
、
段
堂
、
朱
豐
皆
訂
其
譌
、
謂
紫
乃
黑
赤
色
。
朱
氏
稱
「
紫
卽
緅
、
頭
色
也
」
紫
腺
意
）。
）
』
、
。
澪
澪
漫
陛
浴
棯
緅
、
足
「
紫
「
緅
」
色
（
楚
字
考
釋
（
古
字
詁
林
』
第
九
册
（
上
育
出
二
〇
〇
四
年
）
一
一
九
三
頁
引
）
と
、
赤
黑
い
色
で
あ
る
と
い
う
。
苣
羝
澪
澪
澪
磆
」
」『
』『
恭
辻
穣
藤
（
注
二
四
）
『
詩
經
究
（
赤
忠
作
集
第
五
卷
昭
和
六
一
年
）
九
三
頁
。
然
然
藤
』
襃
址
澪
（
注
二
五
）
（
注
二
〇
）
揭
論
參
照
。
電
澪
（
注
二
六
）
福
本
（
注
一
四
）
揭
書
二
一
五
頁
。
電
（
注
二
七
）
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
ク
レ
ベ
ー
ル
・
竹
信
夫
等
譯
『
動
物
シ
ン
ボ
ル
事
典
（
大
修
書
店
一
九
八
九
年
）
き
つ
ね
條
、
一
二
一
頁
。
址
触
』
籏
（
注
二
八
）
『
兩
金
辭
大
系
圖
攷
釋
（
郭
沫
集
、
考
古
８
科
學
出
二
〇
〇
二
年
）
伯
條
、
三
一
四
頁
。
嶼
信
澪
札
』
幌
擔
藤
穣
鮎
（
注
二
九
）
『
殷
字
釋
義
（
中
書
局
一
九
六
二
年
）
一
一
～
一
二
頁
。
嶼
澪
』
勁
（
注
三
〇
）
『
金
》
訂
補
（
中
國
會
科
學
出
一
九
九
三
年
）
二
二
三
頁
。
《
』
澪
莉
藤
藤
穣
- 28 -
る
瑞
獸
で
あ
っ
た
『
詩
經
』
中
で
は
、
邶
風
・
北
風
の
「
赤
い
」
は
少
年
と
巫
舞
す
る
少
女
の
表
、
衞
風
・
有
で
は
、
裸
の
女
神
。
擔
擔
崕
崕
庖
信
（
水
神
、
小
・
魚
之
什
・
何
艸
不
黃
で
は
一
族
の
を
下
す
女
神
の
表
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
共
す
る
の
は
「
」
の
體
毛
が
赤
）
変
渝
擔
童
芭
庖
艷
崕
い
、
ア
カ
キ
ツ
ネ
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
齊
風
・
南
山
で
は
男
神
と
し
て
「
雄
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
例
外
と
し
て
「
雄
」
の
語
を
添
え
擔
崕
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
裘
」
に
い
て
も
同
樣
の
こ
と
が
言
え
、
邶
風
・
旄
丘
で
は
靈
を
求
め
る
少
女
が
着
用
し
、
檜
風
・
羔
裘
で
は
靈
を
え
る
少
崕
琵
擔
督
擔
督
羇
女
の
祭
、
小
・
魚
之
什
・
都
人
士
で
は
、
女
神
の
尸
と
な
る
少
女
が
着
用
す
る
祭
で
あ
っ
た
。
秦
風
・
南
で
は
靈
の
尸
た
る
燮
燮
変
渝
擔
絏
擔
督
少
年
が
着
用
し
、
そ
の
色
は
眞
白
で
あ
っ
た
。
豳
風
・
七
の
第
四
に
「
取
彼
狸
、
爲
子
裘
（
彼
の
狸
を
取
り
て
、
子
の
裘
を
爲
卻
擔
瀛
橇
橇
崕
崕
つ
く
ら
ん
」
と
あ
る
「
裘
」
も
「
子
（
靈
」
の
爲
に
制
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
眞
白
き
裘
で
あ
ろ
う
。
）
）
崕
崕
橇
督
（
注
四
六
）
「
「
裘
」
に
い
て
は
、
赤
が
女
性
、
白
が
男
性
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
色
の
神
秘
性
も
あ
ろ
う
が
「
」
と
は
身
の
體
毛
が
赤
い
ア
崕
崕
崕
」
、
琵
信
、「
」
「
」
。
、「
」
カ
キ
ツ
ネ
で
あ
り
白
卽
ち
の
腋
の
下
の
毛
の
絕
對
數
が
少
な
く
希
少
で
あ
っ
た
の
も
一
つ
の
因
で
あ
っ
た
ろ
う
加
え
て
崕
崕
崕
穀
は
古
來
よ
り
長
大
な
巢
を
掘
る
こ
と
か
ら
靈
魂
を
り
届
け
る
瑞
獸
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
故
に
「
裘
」
に
も
用
い
ら
れ
、
靈
焜
膣
崕
魂
乃
至
は
神
靈
の
表
と
さ
れ
る
に
到
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
代
以
降
『
瑞
應
圖
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
白
、
九
尾
の
、
白
九
庖
繍
崕
崕
崕
尾
等
の
傳
說
が
發
し
、
不
・
の
獸
と
さ
れ
、
或
い
は
我
が
國
の
稲
神
な
ど
多
樣
な
變
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
蕁
貉
呑
研
頼
舵
以
上
「
「
裘
」
の
持
つ
宗
義
を
ら
か
に
す
る
こ
と
に
據
っ
て
、
中
國
古
代
び
『
詩
經
』
に
け
る
原
義
な
の
一
面
を
、
」
崕
崕
辻
包
琵
汞
潦
汞
澪
唹
紡
探
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
注
（
）
、
「
、
（
、
）」
、「
」
、
「
、
、
。
注
一
大
・
之
什
・
韓
奕
の
第
六
に
獻
其
貔
皮
赤
黃
羆
其
の
貔
皮
を
獻
ず
赤
を
黃
羆
を
と
あ
り
貔
に
就
い
て
陳
奐
が
爾
白
其
子
豰
茶
変
変
敲
擔
瀛
婿
婿
崕
此
貔
爲
狸
、
而
陸
機
義
疏
、
似
、
一
名
白
。
是
以
爾
之
貔
謂
卽
詩
之
貔
矣
」
と
言
う
が
、
王
引
之
が
『
爾
』
釋
獸
「
貔
、
白
也
」
に
「
屬
謂
之
貔
、
白
亦
謂
之
浚
変
変
邪
崕
崕
崕
婿
肓
婿
頗
貔
、
二
同
名
而
實
（
經
義
聞
』
爾
下
）
と
言
い
、
段
玉
裁
も
『
說
「
貔
、
屬
」
に
注
し
て
「
爾
說
白
、
亦
貍
、
非
貔
也
。
而
皆
得
貔
名
、
俗
隅
堋
隅
聒
崕
」『
』
変
変
浚
澪
館
之
相
混
也
（
說
解
字
注
』
貔
字
條
）
と
言
う
如
く
、
貔
と
白
は
本
來
の
生
物
で
あ
り
『
爾
』
の
說
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
「
貔
」
は
、
キ
ツ
ネ
を
指
す
と
は
斷
」『
、
澪
崕
塚
変
定
で
き
な
い
の
で
「
」
の
數
に
は
含
め
な
い
。
、
崕
（
注
二
）
『
殷
虛
書
集
釋
』
卷
三
（
北
京
圖
書
出
二
〇
〇
〇
年
）
悔
電
莉
藤
籏
穣
『詩經』に于ける「
」 「
裘」に就いて
一七八
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（
注
三
一
）
「
論
師
酉
盤
銘
中
瓣
族
（
中
國
歷
物
』
二
〇
一
〇
年
第
五
、
總
第
八
八
收
）
六
五
頁
。
澪
汞
樢
澪
崕
」『
咥
咥
館
（
注
三
二
）
『
詩
經
國
風
（
東
洋
庫
五
一
八
、
一
九
九
〇
年
）
一
五
二
頁
。
』
澪
橢
徘
藤
（
注
三
三
）
赤
塚
（
注
二
四
）
揭
書
七
六
、
三
八
九
頁
。
電
（
注
三
四
）
白
川
（
注
三
二
）
揭
書
一
五
二
頁
。
電
（
注
三
五
）
『
詩
經
（
詩
１
、
集
一
九
九
六
年
）
一
六
一
頁
。
』
繍
蠏
昧
藤
（
注
三
六
）
赤
塚
（
注
二
四
）
揭
書
七
二
三
頁
。
電
（
注
三
七
）
郭
沫
は
「
土
、
且
、
士
、
實
同
爲
牡
之
。
…
…
由
而
言
、
土
、
且
、
復
同
在
魚
部
。
而
土
爲
古
字
。
祀
爲
、
祀
外
爲
、
與
二
而
一
也
。
…
幌
隅
隅
隅
默
触
庖
牴
薑
藤
督
藤
督
藤
琵
琵
…
士
字
卜
辭
未
見
。
…
…
士
古
雖
在
之
部
、
然
與
魚
部
字
爲
。
如
射
義
禮
記
引
詩
曾
孫
侯
氏
八
句
以
擧
、
士
、
處
、
、
射
譽
爲
、
詩
常
武
首
以
士
、
、
、
武
爲
薑
瀛
烝
譌
館
箪
箪
督
武
本
作
戎
據
江
有
誥
改
士
字
段
玉
裁
王
念
孫
入
江
不
入
以
射
義
按
之
當
以
入
爲
長
是
士
字
古
本
有
魚
部
讀
也
釋
妣
甲
骨
字
究
郭
箪
箪
箪
箪
。
、
、
、
、
。
」（「
」（『
』（
瀉
薑
澪
督
然
、
））
）
、
、
「
、
」（『
』）
、
沫
集
考
古
１
科
學
出
一
九
八
二
年
三
九
頁
と
士
は
且
と
同
じ
魚
部
で
あ
る
と
い
い
楊
樹
が
語
末
助
詞
無
義
詞
と
す
る
に
據
り
幌
信
莉
藤
穣
箪
蕁
旋
士
を
且
の
假
借
字
と
見
て
、
句
末
の
助
字
と
す
る
の
も
ず
。
艷
（
注
三
八
）
『
字
の
原
（
角
川
書
店
昭
和
四
五
年
）
黃
字
條
、
九
六
二
頁
。
繍
祓
』
（
注
三
九
）
「
中
國
倫
理
思
想
の
淵
源
（
中
國
古
代
思
想
究
（
赤
忠
作
集
第
二
卷
昭
和
六
二
年
）
收
）
三
八
～
三
九
頁
。
」『
』
樢
澪
然
然
藤
襃
址
館
（
注
四
〇
）
福
本
（
注
一
四
）
揭
書
三
一
二
頁
。
電
（
注
四
一
）
『
詩
經
釋
（
古
書
院
一
九
八
四
年
）
四
二
〇
頁
。
信
』
苛
（
注
四
二
）
（
注
一
九
）
參
照
。
（
注
四
三
）
『
中
國
古
代
の
宗
と
―
殷
王
の
祭
祀
（
一
九
九
〇
年
）
三
九
八
頁
。
辻
咆
澪
澪
紡
』
然
藤
（
注
四
四
）
（
注
九
）
揭
論
參
照
。
電
澪
（
注
四
五
）
『
殷
甲
骨
卜
辭
見
之
巫
（
哲
大
系
一
七
六
、
津
出
二
〇
〇
三
年
）
五
六
～
五
七
頁
。
檍
澪
樢
澪
館
臆
』
穣
藤
（
注
四
六
）
本
郁
子
等
『
詩
經
』
中
（
釋
大
系
一
一
一
、
治
書
院
成
一
〇
年
）
一
二
七
頁
。
芭
轣
繍
澪
包
徘
館
※
右
記
の
他
に
用
し
た
『
詩
經
』
工
書
は
、
拙
稿
「
詩
經
』
風
・
山
有
扶
の
「
狡
」
に
關
す
る
一
考
察
（
二
松
學
舍
大
學
大
學
院
紀
『
二
松
』
第
二
八
集
成
二
六
年
柮
於
瀚
『
」
演
漱
擔
穀
徘
收
）
を
參
照
。
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（
）
「
」「
」
、
『
』（
）
。
注
三
鷄
が
神
な
地
で
あ
る
こ
と
に
就
い
て
は
赤
塚
忠
中
國
古
代
の
宗
と
―
殷
王
の
祭
祀
一
九
九
〇
年
二
〇
九
～
二
二
五
頁
に
詳
論
が
あ
る
收
梗
辻
咆
澪
澪
紡
然
藤
（
注
四
）
檜
風
・
羔
裘
の
詳
し
い
解
釋
は
、
紙
數
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
た
。
擔
（
注
五
）
『
風
與
《
詩
經
》
考
（
何
國
學
經
典
考
叢
書
、
中
國
民
主
法
制
出
二
〇
〇
八
年
）
五
四
〇
頁
。
変
轣
轣
轣
』
穣
藤
（
注
六
）
家
井
眞
『
詩
經
』
の
原
義
究
（
出
二
〇
〇
四
年
）
三
七
五
頁
。
『
』
汞
澪
然
然
穣
（
注
七
）
「
中
國
古
代
信
仰
源
流
考
（
會
科
學
戰
線
』
吉
林
人
民
出
一
九
八
八
年
、
民
俗
學
第
一
收
）
二
二
四
頁
。
崕
」『
藤
藤
穣
咥
館
（
注
八
）
『
詩
經
釋
（
古
書
院
一
九
八
四
年
）
一
八
五
頁
。
ま
た
松
本
が
「
梁
を
渡
河
點
と
す
る
の
は
、
に
ひ
か
れ
た
解
釋
で
あ
つ
て
、
や
側
と
い
へ
ど
も
た
ん
に
川
の
信
卅
卅
』
苛
変
包
擔
ほ
と
り
と
い
ふ
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
…
…
朱
子
は
『
之
子
』
を
で
あ
る
と
み
る
が
、
そ
れ
は
と
も
み
ら
れ
る
ほ
ど
、
然
と
し
た
表
現
も
つ
か
ら
で
あ
る
（
詩
經
崕
崕
洲
」『
跳
の
成
立
に
關
す
る
究
（
東
洋
庫
昭
和
三
三
年
）
一
〇
〇
頁
）
と
言
う
如
く
「
」
は
「
之
子
」
を
指
し
た
表
現
で
あ
り
渡
河
の
儀
禮
で
あ
る
。
ま
た
、
渡
河
の
儀
禮
は
水
然
』
、
澪
崕
神
を
祀
る
儀
禮
で
あ
る
（
家
井
眞
「
渡
河
の
興
詞
（
注
六
）
揭
書
収
）
二
三
八
～
二
九
五
頁
）
こ
と
か
ら
「
「
之
子
」
は
水
神
の
表
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」（
」
電
館
崕
庖
（
注
九
）
「
尹
人
」
に
就
い
て
は
、
拙
稿
「
詩
經
』
好
人
攷
（
二
松
學
舍
大
學
大
學
院
紀
二
松
』
第
二
七
集
成
二
五
年
收
）
を
參
照
。
『
」『
穀
徘
館
千
（
注
一
〇
）
禹
と
塗
山
の
話
は
『
楚
辭
』
天
問
『
呂
氏
春
秋
』
初
等
に
見
ら
れ
る
が
、
塗
山
の
女
が
白
で
あ
る
こ
と
は
觸
れ
て
お
ら
ず
『
吳
越
春
秋
』
と
く
同
じ
容
が
『
、
、
、
擔
擔
薑
崕
信
触
聚
』
卷
九
九
び
『
北
堂
書
鈔
』
卷
一
〇
六
引
『
呂
氏
春
秋
』
佚
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
澪
澪
浚
唹
（
注
一
一
）
『
楚
辭
究
（
赤
忠
作
集
第
六
卷
昭
和
六
一
年
）
二
四
七
頁
。
然
然
藤
』
襃
址
澪
（
注
一
二
）
『
中
國
古
代
話
（
中
國
學
究
雙
書
八
大
安
一
九
四
四
年
）
六
八
～
七
〇
頁
。
突
然
』
臆
（
注
一
三
）
「
碩
人
の
宗
性
格
と
衞
風
『
碩
人
』
の
解
釋
（
東
方
學
』
第
六
二
輯
昭
和
五
六
年
收
）
辻
館
汞
擔
」『
（
注
一
四
）
『
詩
經
』
興
詞
究
（
出
二
〇
一
二
年
）
三
一
二
頁
。
『
』
然
然
澪
穣
（
注
一
五
）
『
詩
經
・
Ⅰ
』
戀
詩
と
動
植
物
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
（
古
書
院
成
一
八
年
）
五
〇
頁
。
『
』
衙
徘
苛
（
注
一
六
）
「
殷
人
白
問
題
試
證
（
郭
旭
東
主
『
殷
論
集
』
中
國
會
科
學
出
二
〇
〇
八
年
收
）
二
四
六
～
二
五
二
頁
。
茶
」
莉
藤
藤
檍
澪
包
館
穣
（
注
一
七
）
「
白
馬
と
賓
客
―
有
客
・
白
駒
を
め
ぐ
っ
て
―
（
京
女
子
大
學
紀
』
第
一
七
號
一
九
五
八
年
收
）
五
〇
～
五
一
頁
。
」『
綾
穀
館
（
注
一
八
）
『
中
國
古
代
の
植
物
學
の
究
（
角
川
書
店
一
九
七
七
年
）
五
一
六
～
五
一
七
頁
。
然
』
（
注
一
九
）
家
井
「
君
子
に
就
い
て
（
注
六
）
揭
書
収
）
二
九
七
～
三
一
五
頁
。
」（
電
館
（
注
二
〇
）
風
・
有
女
同
車
の
詳
し
い
解
釋
は
、
拙
稿
「
詩
經
』
孟
姜
攷
（
二
松
學
舍
大
學
論
集
』
第
五
七
號
成
二
六
年
收
）
を
參
照
。
演
擔
『
」『
徘
館
（
注
二
一
）
（
注
二
〇
）
揭
論
參
照
。
電
澪
（
注
二
二
）
『
詩
經
》
人
學
（
黃
山
書
二
〇
一
〇
年
）
一
四
七
頁
。
《
』
澪
紡
浚
藤
（
注
二
三
）
『
ポ
ケ
ッ
ト
論
語
（
角
川
庫
白
二
八
一
、
角
川
書
店
昭
和
六
〇
年
）
一
九
一
頁
。
そ
の
他
、
楚
の
「
紫
」
は
許
學
仁
が
「
信
陽
二
〇
六
號
云
『
紪
（
紫
）
（
緅
）
之
』
、
澪
棯
棯
（
』
紪
从
糸
此
聲
、
卽
紫
字
。
說
（
十
二
上
『
紫
、
帛
靑
赤
色
也
、
段
堂
、
朱
豐
皆
訂
其
譌
、
謂
紫
乃
黑
赤
色
。
朱
氏
稱
「
紫
卽
緅
、
頭
色
也
」
紫
腺
意
）。
）
』
、
。
澪
澪
漫
陛
浴
棯
緅
、
足
「
紫
「
緅
」
色
（
楚
字
考
釋
（
古
字
詁
林
』
第
九
册
（
上
育
出
二
〇
〇
四
年
）
一
一
九
三
頁
引
）
と
、
赤
黑
い
色
で
あ
る
と
い
う
。
苣
羝
澪
澪
澪
磆
」
」『
』『
恭
辻
穣
藤
（
注
二
四
）
『
詩
經
究
（
赤
忠
作
集
第
五
卷
昭
和
六
一
年
）
九
三
頁
。
然
然
藤
』
襃
址
澪
（
注
二
五
）
（
注
二
〇
）
揭
論
參
照
。
電
澪
（
注
二
六
）
福
本
（
注
一
四
）
揭
書
二
一
五
頁
。
電
（
注
二
七
）
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
ク
レ
ベ
ー
ル
・
竹
信
夫
等
譯
『
動
物
シ
ン
ボ
ル
事
典
（
大
修
書
店
一
九
八
九
年
）
き
つ
ね
條
、
一
二
一
頁
。
址
触
』
籏
（
注
二
八
）
『
兩
金
辭
大
系
圖
攷
釋
（
郭
沫
集
、
考
古
８
科
學
出
二
〇
〇
二
年
）
伯
條
、
三
一
四
頁
。
嶼
信
澪
札
』
幌
擔
藤
穣
鮎
（
注
二
九
）
『
殷
字
釋
義
（
中
書
局
一
九
六
二
年
）
一
一
～
一
二
頁
。
嶼
澪
』
勁
（
注
三
〇
）
『
金
》
訂
補
（
中
國
會
科
學
出
一
九
九
三
年
）
二
二
三
頁
。
《
』
澪
莉
藤
藤
穣
